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取扱説明書

防音型ディーゼル

エンジン発電機

DG450UM1一・Q

▲注意

　　安全のため、ご使用前

　　に必ずこの取扱説明書

　　をお読みください。

　　また、いつでもご覧い

　　ただけるよう、大切に

　　保管してください。
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本機の運用について

本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。

このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて

下記のような監視が必要になりました。

1．監視方式

　本機く移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に

　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で

　の監視が必要になります。

〈常時監視方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方

　式。

〈随時巡回方式〉

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態

　を監視する方式。

（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い

①「新適合マーク」が貼り付けられている場合

　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。

　　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう

　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。

　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）

②「新適合マーク」が貼り付けられていない場合

　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。

働駆
（社》臼本内燃力鷺竃殿備協会

　　　駆証晶

新適合マーク

（2）本機を工事現場等に施設する条件

　本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。

①一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接締しないでください。

②工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ

　　さい。

2．保護機能の追加について

　「新適合マーク」が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。

　（1）エンジン過回転防止機能

　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。

　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）

　　　並列運転機能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジンが異常停止した場合、

　　　ブレーカーを自動遮断させます。



はじめに

　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただ
き、まことにありがとうございます。

○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも
　のです。
　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に
　は必ずこの取扱説明書をお読みください。

○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従
　つた取り扱い、届け出を行ってください。
　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所
　　にご相談ください。

○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ
　る人が行ってください。

○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

○取扱説明書は、いっでもご覧いただけるように大切に保管してください。

■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。

0危険：取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う朧性がある雛

▲注意：取り扱いを誤ると、中醸の儲や軽傷を負う朧性がある場

　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。

〈注意〉：その他の注意事項。

。r▲臆』に記載した額でも、状測こよっては重大な事故に結びつく可

　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
　ださい。

1　安全上の注意

◇危険＝排気ガス暢

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの
　　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

o危険：驕

　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。
　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ
　　　　　　さい。
　　　　○コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ
　　　　　　か1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断
　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。
　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接
　　　　　　地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。
　　　　○漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期
　　　　　　的に測定してください。
　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー
　　　　　　カーを『OFF』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い
　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ
　　　　　　さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　　　　○点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜
　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく
　　　　　　ださい。

O危険二けが

　　　　○運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな
　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

《注意：排気ガス中毒

　　　　0排気を通行人や建物などに向けないでください。

盒臆目や鵬の障害

　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な
　　　　　　どに付着させないでください。
　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは
　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。

△臆：醗
　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで
　　　　　　ください。
　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた
　　　　　　り火気を近づけないでください。

△臆：火災

　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき
　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。
　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、
　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。
　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃
　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ
　　　　　　さい。
　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して
　　　　　　ください。
　　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。
　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。

A臆やけど
　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。
　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。
　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますの
　　　　　　で、触れないでください。
　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、
　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ
　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。

△注意：けが

　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。
　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが
　　　　　　あります。
　　　　0本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。
　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ
　　　　　　ーカーをrOFF』にしてください。
　　　　O運転中に本機を移動させないでください。
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○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。
0改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。

圏警告・表示ラベル貼付位置
　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ
　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文
　　してください。

　　　　　　　　　　　（品番19402－00262）
　　②安全上の注意事項（品番19402－00125）
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項　　目 単位 DG450UMI－Q

発電方式 一 回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式

kVA 37 45
三相4線式

kW 29．6 36
定格容量 kVA 22 27

単相3線式※1
kW 22 27

発
　
電
　
機

三相4線式 V 200／［400］※駐 220／［440］※2

定格電圧 単相3線式※1 V 200／100 220／110
三相4線式 A 107／〔53．5］※2 118／［59．0］※2

定格電流 単相3線式※1 A 110 123

定格周波数 Hz 50 60

定格回転速度 min－1 1500 1800

回路方式 一 三相4線式、単相3線式※1

力　　　　率 ％ 三相80、単相100

絶縁階級 一 発電機：F種　励磁機：B種

励磁方式 一
自励式（ブラシレス）

極　　　　数 一 4極

名　　　　称 一 立形水冷4サイクルディーゼル機関

型　　　　式 一 いすゴBB－4JGIT
シリンダ数一内径×行程 mm 4－95．4×107

連続定格出力 kW｛PS｝ 35。4｛48，1｝ 42．6｛57．9｝

回転速度 min嶋1 1500 1800

総行程容積 L 3，059

燃焼方式 一 直接噴射式（過給機付）

冷却方式 一 ラジエーター水冷式

潤滑方式 ｛
トロコイドポンプによる強制潤滑式

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

始動方式 一 セルスターター方式

使用燃料 一 軽油

使用潤滑油 一 CD級以上
燃料タンク容量 L 124

潤滑油総量 L 10．2（フィルター0。6Lを含む）

冷却水総量 L 10．9（サブタンク1Lを含む）

セルモーター容量 V－kW 12－2．2
オルタネ一蓋ー容量 V－A 12－50

バッテリー 一 95D31R
長　　　　　さ mm 1770

幅 mm 920外
形
寸
法

高　　　　さ mm 1350

乾燥質量 kg 1130

装備質量 kg 1260
※1：オプション（三相・単相切替機能）

※2：オプション（200／400V切替機能〉
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2－2．周囲条件

　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない

　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。

囲周囲温度

圏相対湿度

副票高

一15℃～40℃
80％以下

300m以下

O水中ポンプなどの土木機械の電源等

○照明機器の電源等

0電動工具や家電機器の電源等

4。各部の名称

4－1。外観および各部の名称

エンジン点検扉　ラジエーター　ロープ掛金具　エアークリーナー

吊り金具　　　　　　　　　　臼需プ掛金具
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　　　出力端子カバー

P相専用出力端子

@　　コンセント

@三相出力端子

P相3線式出力端子）
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酵　　　　燃料タンク

　　　　　　　　　　　外部燃蜘4漏電遮断用接地端子　　　　　　　　　　　　　　外部燃料戻り口

水分離器

R料フィルター

オイルドレンプラグ 冷却水ドレン
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4騨2・操作パネルの各部の名称　　　　　　※　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／　22

P4　　　　／2　／0　／／　’3　　7　　8　　　　　　　　　9　　　2

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

朗詠萄H
6
0
H
z操作パネル休

㊥　　　　　　　　　　　　　　⑨

@　　　　　　　　1・

＼

目 暗
’ オ

　　　　　司

A甲

＼ 、
」

㊥＼
P
＼固

ノ　　　　’　　　　l　　　i　　　、　　　　　l　　　　　　t 、 、 、

／9　　／5　　／8　　／7　　／6　　／3　　5　　　4　　　6　　　　　　　　　　／

① 三相ブレーカー ⑫ 油圧計

② 単相ブレーカー ⑬ 燃料計

③ 電圧計 ⑭ 積算時間計

④ 電流計 ⑮ 非常停止ボタン

⑤ 周波数計 ⑯ 予熱表示灯

⑥ 漏電警報器 ⑰ スタータースイッチ

⑦ パネルライト兼用発電表示灯 ⑱ スロットルレバー

⑧ 電圧調整器 ⑲ 周波数調整スクリュ

⑨ 電流計切替スイッチ ⑳ 周波数切替スイッチ

⑩ モニター表示灯 ⑪ 三相表示灯（※オプション〉

⑪ 水温計 ⑫ 単相表示灯（※オプション〉
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5－1．モニター表示灯

本機は、r冷却水温』rエンジン油圧』rバッテリー充電』のモニターラ
ンプを装備しています。

本機が正常であれば、スタータースイッチをr停止』からr運転』の位置

にするとrエンジン油圧』rバッテリー充電』のランプが点灯し、エンジ

ンを始動するとすべてのランプが消灯します。

運転中、『冷却水温』『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モ

ニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

自動停止した場合は、いったんスタータースイッチをr停止』の位置にも

どしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止す

るときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてくださ
い。

（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）

O危険：けが

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

△臆やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ

　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触

　　　　　れないでください。

　　　　　運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温
　　　　　モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

　　　　　そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合は

　　　　　サブタンクに冷却水を補給してください。

冷却水温　　（『8－2．冷却水の点検』参照）
W蕨Rπ慧P　規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷

　　　　　却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行

　　　　　ってください。

＜注意＞

　　O冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター

　　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。
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（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）

◇危険：けカミ

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

A臆やけど
　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停

　　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル

　　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹

　　　　　き出します。

　　　　　運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c㎡｝以下

　　　　　に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停

　　　　　止します。

エンジン油圧　そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを

飢PRεss　上限レベルまで給油してください。

〈注意〉

　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。

　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。

　　　『8－1．エンジンオイルの点検』参照

（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）

　　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニターラン

　　　　　　プが点灯します。

　　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊

　　　　　’社営業所にご連絡ください。
　バッテリ充電

　O甑RaE
　〈注意〉

　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不

　　　　足を検知することはできません。　（『8－6．バッテリーの点検』参

　　　　照）
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5－2．計器類

エンジン用計器

（1）積算時間計

　㎜繍㎜ 運転時間を示します。

定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジ

ンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが

r運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますの

で注意してください。

（2）水温計

エンジン冷却水の温度を示し零す。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね75～100℃を

示しているのが正常です。

〈注意〉

　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング

　　状態（1000miガ1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく

　　ださい。

（3）油圧計

エンジン潤滑系統の油圧を示します。

使用条件により異なりますが、運転中おおむね0．98～4．9

x100kPa｛1～5kgf／c㎡｝を示しているのが正常です。

ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になるこ

とがあります。

正常圧力になるまで暖機運転をしてください。

（4）燃料計

燃料タンク内の燃料の量を示します。

燃料満タン時は『F』を示します。

『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。

すみやかに、燃料を補給してください。
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発電機用計器

（1）電圧計

多野
O　　　o一

発電機の出力電圧（R－T間電圧）を示します。

運転中は50Hzのとき200V［400V］、60Hzの
とき220V［440V］を指示しているか確認してくださ
い。

※［］オプション（200／400V切替機能）400V
　　設定時

（2）電流計

蟷％
O　　　o　　O

発電機の出力電流（相電流）を示します。

　〈注意〉
　　○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場
　　　　合には、電流計切替スイッチをR・T相に切り替え
　　　　てください。S相では正確な電流が計測できません。

（3）周波数計

　　。’』●．”・㌔

ｭ
㎏
O
　
　
　
o
　
　
O

電源の周波数を示します。

運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認し
てください。

（1）予熱表示灯
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（2）パネルライト兼用発電表示灯

エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。
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（1）スタータースイッチ

①停止

　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。

　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。

②運転・予熱

　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ

　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。

〈注意〉

　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ

　　リーがあがります。

③始動

　エンジンを始動させる位置です。rキー』から手を離すと

　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。

（2）非常停止ボタン

エンジンを緊急停止させたいときに使用します。

エンジンが停止するまで押し続けてください。

〈注意〉

　○ボタンを押したままにしてください。

　　3～5秒程度でエンジンが停止します。
　Oエンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチをr停止』の

　　位置に戻してください。

（3）ブレーカー

負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端

子に電圧が掛かります。

負荷側め短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷

側への送電を停止させます。

〈注意〉

　○負荷の運転・停止を、 このブレーカーの操作で行わないでください。
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（4）サーマルリレー

　　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。

　　ブレーカーが作動したときは、レバーがrON』と『OFF』の中間位
　　置になります。

　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。

母エンジンを停止し瓢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。母以上の操作で再びプレーかをr・N』できる糠なり甑

〈注意〉

　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。

サーマルリレー

i操作パネル内部｝　　　　　操作パネル

@　＼　　　　　　　＼
oロ≧ド

@◎◎
　。　　＼

B◎冒評 調
穏

／

単相ブレーカー
／　　　　　　　　　1

@三椙プレー：カー

サーマルリレー

リセットポタン

（5）漏電警報器

印三望盛聖整璽墜塑塑卿■剛蹴■幽剛

@㎜しξ醜釦

@oo
@TE訂　只繍

@OO

負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断さ

せます。

（『7－3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）

（6＞電流計切替スイッチ

スイッチを切り替えることにより、切り替えた相

（R・S・T）の電流が電流計に表示されます。

〈注意〉

○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場合には、R・T

　　相に切り替えてください。S相では正確な電流が計測できません。
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（7＞周波数切替スイッチ

操作づネル

周波数切螢

T0HzH
6
0
H
z

｝●　　　　　　　　　　璽

n・口・
@　◎◎
@　○◎
B　○○　　。

　　　　／

A　O@　　巨］囲　回

B　囚

◎・r _
、スクリュ（2本）

スイッチは操作パネル内部に

あります。

スクリュ2本を緩めて操作パ

ネルを開き、内部の周波数切

替スイッチが使用する周波数

に正しくセットされているか

確認してください。

〈注意〉

　○　周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを使用する周波数側に切

　　　り替えてください。

電圧調整器、調速装置

（ユ）電圧調整器

発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計

方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低

方向）と下がります。

（2）調速装置

圓定ナット

周波数調蟄スクリュ ス［コツトルレバー

蕪。嗣．
爾蟄敏鍬警スクリ証　ス1ゴツトル　レパ｝

F雑繍留A聯3了蝋ε”　捌癬鵬L鞭

①スロットルレバー

　エンジンの回転速度を調整するレバー

　です。

　エンジンの始動、暖機・冷機運転時は

　『アイドリング』の位置にし、定格運

　転時（50Hzまたは60Hz）は
　『運転』の位置にしてください。

②周波数調整スクリュ

　スロットルレバーを『運転』の位置

　にし、周波数調整スクリュの固定

　ナットを緩め『高速』側にまわすと周

　波数が高くなり、　r低速』側にまわす

　と低くなります。

〈注意〉

　○出荷時は50Hzに調整しています。
　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。

　0無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ5．OHzま

　　たは60Hzになります。
　○周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチを使用する周波

　　数側に切り替えてください。
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無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 52．5Hz（1575min－1）
60Hz　運転 63．OHz　（1890min｝1）

5－3．燃料配管切替（三方弁）

A臆
　　　8

　　　0

配管工事中は必ずエンジンを停止してください。

燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。

配管後燃料漏れの無い事を確認してください。

三方弁を切り替えることにより、外部タンクから給油することができます。

　　その場合、搭載タンクは使用しません。

（1）搭載タンクを使用する場合

　　本機出荷時、三方弁のレバーは”A”側

　　です。

また、外部燃料供

給口・戻り口はプ

ラグ（PT　1／2）を

を取り付けていま

す。そのままで
ご使用ください。

〈注意〉

蟹咀

A側レバー位置

0

　　　｝　｛川目｛　1　　　　一
外郎燃料供給口　外部燃料渓り口（プラグPτV2）

　　　鄭／
一

　　　○外部タンクからの配管をはずした時は、

　　　　　プラグを取り付けてください。

（2）外部燃料タンクを使用する場合

外部燃料供給量・戻りロを外部タンク

と接続し、三方弁のレバーを躍B”側に

してください。

外部燃料タンクから給油できます。

作業手順は

『9－7．外部燃料

タンクとの接続』を

参照してください。

　　　三方弁

画“

　　’，’

B側レバー位置

レバー位置を擢A”側とし、

○

⑪

埜
激
轍

三方弁
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6運搬・据え付け

6－1．運搬の方法

《》危険：けカ，

　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具牽使用してください。

　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ

　　　　　れがあります。

（1）吊り上げ方法

　　吊り金具を使用して吊り上げてく

　　ださい。

（2）運搬

　　本機を運搬するときは、左右の白

　　一プ掛金具にロープを掛け、しつ

　　かりと固定して行ってください。

0一ブ掛金具

　　　危険
　　け　がζ錦禽腐糖麓貫導凋禽奥で▼oで。扇彫
め絃¢い讐《離書い．

落7ア●繕燈馬ぴ鯛8r「．

團
〈注意〉

　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく

　　　ださい。

　　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。
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6－2．据え付けの方法

◆危険：排気ガス中毒

　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで

　　　　　ください。

△注意：排気ガス中毒

　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

溢h注意：火災

　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転
　　　　　してください。

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物

　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな

　　　　　いでください。

圏本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。

圏操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など

　の障害物から1m以上離して設置してください。

＜注意＞

　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし

　　て作られています。

　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので

　　注意してください。

　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな

　　いでください。

　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな

　　ります。

　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ

　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの

　　で、十分に保守・点検を行ってください。
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フ負荷の接続

7－1．負荷ケーブルの選定

　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、

　　十分な太さのケーブルを使用してください。

A注意：物的損害

　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル

　　　　　が焼損することがあります。

　　　○ケーブルが長すぎたり『、細すぎたりするとケーブル間での電圧

　　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や

　　　　　作動不良、また故障の原因になります。

〈注意〉

　○ケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ

　　と長さを選定してください。

團負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式

　〇三相の場合

　　　　　　　　1

電圧降下（V）＝一

　　　　　　　　58

0単相の場合
　　　　　　　　1
電圧降下（V）＝一一

　　　　　　　　58

×

長さ（m）

×

太さ（m㎡〉

長さ（m）

太さ（ln：㎡〉

×電流（A）×！3

×電流（A）×2

　　　■負荷ケーブルの選定表

（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

三相　キャブタイヤケーブル単二の場合

（単位：m㎡〉

　　長さ

d流 50m以下 75m 100m 125m 150m 200m
50A 8 14 14 22 30 30

100A 14 22 30 38 50 60
200A 38 50 60 80 100 125

71



（例）　使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m㎡〉

50m以下 75m 100m
10A 5．5 5．5 8

20A 8 14 22
30A 14 22 22
50A 22 30 30

100A 30 50 60
130A 50 60 80

7－2．負荷ケーブルの接続方法

◆危険：驕

　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす

　　　　　べてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、エン
　　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す

　　　　　る人が保管してください。

△臆火災

　　　0交流出力を屋内配線に接続しないでください。

〈注意〉

　○負；荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かる

　　ように接続してください。

　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機

　　の定格電流以下となるようにしてください。

　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく

　　ださい。

　O単相専用出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。

（1）三相出力端子

　　囲三相負荷の場合

　　O端子電圧は200／220V［400／440V］
　　　　Hz）です。

　　　　※［］オプション（200／400V切替機能）

（50／60

400V設定時
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β
　　負荷

圏単相負荷の場合

○端子電圧は115／127V［230／254V］
　60Hz）です。
　　※［］オプション（200／400V切替機能）

（50Hz／

400V設定時

し　コ　　し　ヨ　し　コ

｛L£」｛レ
負荷　負荷　負荷

囲単相負荷の場合

○端子電圧は200／220V［400／440V］
　60Hz）です。
　　※［］オプション（200／400V切替機能〉

（50Hz／

400V設定時

〕　　〕　〕
｛》｛》β
負荷　負荷　負荷

圏単相3線式負荷の場合（※オプション三相・単相切替機能設定時）

OR－T端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz＞です。
　R－O端子電圧は100／110Vです。
　T一〇端子電圧は100／110Vです。
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〈注意〉

写↓写
負荷負荷負荷

○単相100／110V（出力端子R－O／T一〇間）を使用する場
　合は、出力端子間で負荷が均等になるようにしてください。

○単相200／220V、単相100／110Vを同時に使用する場
　合は、各相に流れる電流が定格電流以下となるようにしてください。

〈2）単相専用出力端子

　　●出力端子およびコンセント

　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。
　　〇三相出力端子を併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使

　　　　用できる電力は下記の通りです。

CON3

u卜

ｵ翌L葦L＿』」
一9

CONl

一9

合計

総合計

以下のkVAまで使用できます。　（100V／110V）
U1－UO W1－WO CON　1 CON2 CON3 CON4 合計 総合計

τ5／＆25

k3．75／413］

7．5／＆25

m3．75／4．13］
1，5／1．65 1，5／1．65 1，5／1．65 1，5／1．65

7，5／8．25

m375／4，13］

15／16．5

k7．5／＆25］

※［］オプション（200／400V切替機能）
　合

400V設定で使用する場

〈注意〉

　○単相専用出力と三相出力端子を同時に使用する場合は電流値の合計

　　が定格電流以下になるようにして使用してください。

　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相専用出力：端

　　子で使用できる出力は、三相200Vセット時の半分になりますの
　　で負荷の取りすぎに注意してください。
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7－3．漏電遮断装置と接地の方法

◆危険：感電

　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。

　　　　　いずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流

　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり

　　　　　ます。

　　　　0使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断

　　　　　用接地端子と二二接地端子は必ず接地してください。

　　　　O接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。

　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ

　　　　　さい。

　本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮

　断させる漏電遮断装置を装備しています。

　使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮

　平します。

　漏電警報器の仕様は次の通りです。

　　○定格感度電流　　30：mA以下（接地抵抗500Ω以下）
　　○作動時間　　　　0．1秒以内
　く注意〉

　　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場

　　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なって

　　　　きますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流3伽

　　　　Aを超える場合（100，200，500飴など）は、感電防止用としては不十

　　　　分となります。その場合、各負荷ごとに感度電流30mA以下の漏電

　　　　遮断器を取り付けてください。

　　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（（社）日本電気

　　　　協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」を参照してください。

（1）接地工事

　　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵

　　抗500Ω以下）を行ってください。

　　O本機の漏電遮断用接地端子
　　○本機の外箱接地端子
　　○使用機器の金属製外箱
　く注意〉

　　○使用機器に接地工事が行えない
　　　　場合は、お求めの販売店か弊社

　　　　営業所にご相談ください。・

漏電遮断用接地端子　　　外学接地端子

；

・bo188　　　　　　　　　　8

匙◎・ ノ挿都響3聯ノ　　　　　　　　　　　　藝

／ 1
11！1711111111111！111111　1111

@　　　　　　　　　　アース棒
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（2＞作動確認

O危険山けカぐ

　　　　○ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや

　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく
　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ

　　　　　一の操作を行ってください。

始業前には、必ず作動確認を行ってください。

包
　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ

　　　チが『OFF』になっていることを確認
　　　　します。

具否蕪輔碧ごと；翻垂騨

⑤

母『9－1・始動運転準備』に従ってエンジンを始動し頗

　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。

包　　　漏電警報器のテストボタン（赤色〉を押します。

　　　　このとき、漏電警報器の漏電表示灯（赤色ラ

恩　　　　ンプ）が点灯し、三相及び単相ブレーカーの

　　　　レバーが『ON』と『OFF』の中間位置に
　　　移動すれば正常です。

　　　　リセット：ボタンを押します。このとき、漏電

母　　　　表示灯（赤色ランプ）が消灯します。

〇　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF
　　　　F』の位置まで押し下げます。

漏電警報機　漏　表示灯

瞥
間RES7

テストボタン　りセットボタン

以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求めの販

売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。

　（3）漏電遮断装置が作動した場合
　　　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、

　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に
　　　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し

　　　　てください。

　　　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）

。ユリセットボタンを押すか・エンジンを停止し瓢

包　　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ

　　　　　ます。

以上の操作で、再びブレーカーをrON』にできる状態となります。
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8。始業前点検

耀ゆ危険：繭ナカ《

　　　0点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから
　　　　　行ってください。

　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。

△注意：火災．やけど

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで

　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。

△注意：火災

　　　0燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

8－1．エンジンオイルの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みく

　　　ださい。

　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイルゲー

　　　ジをオイルフィラに差し込んだ状態で（ねじ込ま

　　　ないで）確認してください。

　　　始業前にはオイルを上限レベルまでオイルフィ

　　　うから給油しておいてください。

　　　＜注意＞

　　　　Oオイル量の点検はエンジンを停止、あるい

　　　　　　は給油してr10～20分後』に点検：して
　　　　　　ください。

　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に

　　　　　確認することができません。

　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ
　　　　　　とがありますので注意してください。

　　（1）エンジンオイルの種類

　　　　　APIサービス分類のCD級以上を使用して
　　　　　ください。

　　　（2）エンジンオイルの粘度

下限レベル　上限レベル

オイルゲのジ

　∫

O　　　X　　　X

適籔　　不足　　入れすぎ

オイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エ

ンジンオイルを使用してください。
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○粘度と気温との関係

穂

卜SAE2・・2・W－1

一SAE　10W一→

1－SAE4・

←一SAE30一一
篇30 一15 0、 ユ5 25　30

SAE　10W－30一一一一一一一
一　SAE　15W－40・20W－40

（3）エンジンオイル交i換油量

単位：L
潤滑油総量（フィルター容量を含む）

10．2（0．6）
（）内はフィルター容量を示す。

8－2．冷却水の点検

　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

◇危険：けカ，

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。

△注意：やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触

　　　　　れないでください。

　ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水

　してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠　　。ジエー舛。。プ。バー

（・）ラジエーター轍給水

　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ　　ニ，鱗〕　．。

　　　エ血忌ーキャップカバーを開きます。　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遮｛盤婁

　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入

　　　れます。

旦
具ラジー舛ヤップをはずし就

母
毛Lラジーターキャップを締め付け就

　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、

母　　　ラジエータープレートを取り付けます。
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（2）サブタンクの点検・給水

　　　　　サブタンク内の冷却水が『FULL』と『LOW』レベルの範囲に

旦　　　　　あるか点検します。

包不足しているときは冷却水をrFULL』まで入れ甑

〈注意〉

　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。

　○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（LLC）を
　　　使用してください。

　　　（工場出：荷時は、混合率30％のLLCを使用しています。）

　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。

　OLLCの混合率は、外気温度に応じて30～45％の範囲で使用し
　　　てください。

　OLLCは2年または1000時間で交換してください。

混合率の目安

外気温度 一！5℃ 一20℃ 一30℃

混合率 30％ 35％ 45％

（3）冷却水量

単位：L

冷却水総量（サブタンク容量を含む〉

10．9（1＞

（）内はサブタンク容量を示す。

8－3．ファンベルトの点検

　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

◆危険：けカミ

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行
　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

△注意：やけど

　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。
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（1）ファンベルトの張り

　　ファンプーリーとオルタネータプーリー

　　の中間を指で押し（約98NUOkgfD　rたわ

　　み』が8～12㎜であれば適正です。

（2）ファンベルトの状態

　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷があ

　　る場合は交換してください。

〈注意〉

㈱＜

糠
、 鰯

0ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく

　ださい。

8－4，燃料の点検

　　　　イ孟L注慧：火災

　　　　O　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。

燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。

〈注意〉

　　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく
　　　ださい。

O寒冷時は、デイー・ゼル用JIS3号軽油

　　（一15℃まで）やJIS特3号軽油
　　（一25℃まで）を使用してください。

○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず

　使用してください。

○燃料は、満タンより控え目に給油してく

　ださい。
＼
＼

も

タンクキャップ

ら

燃料コシ網

／

給油ロ

8－5．燃料・オイル・冷却水もれの点検

△注意：火災

　　　○　燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して
　　　　　　ください。

燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない

かどうか、点検扉を開けて点検してください。

8－6．バッテリーの点検

▲注意：帥皮膚の囎

　　　Oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・・皮膚・

　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多

　　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受

　　　　　けてください。
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盛』注意：爆発

　　　○バヅテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし
　　　　　ないでください。

　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク
　　　　　させたり火気を近づけないでください。

包　　　液面高さを点検し、下限レベルに近

　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補

　　　給します。

母　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい

　　　　るときは増し締めしてください。

　　〈注意〉

　　○バッテリー液の比重が1．23以下

蝿茅

gggQ
ニィ瓢諜譲駄

“ド曝レベル
上餓レベル

　　　　のときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申

　　　　　し付けてください。

圏バッテリーの交換方法

　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは

包　　　ずします。　（必ず『一』側を先には

　　　ずします。）

恩バッテリー固定銀をはずし甑

母r＋』側ケーブルをはずし就

包バッテリーを取り出し甑

＋端子
一端子

　　＼／　　　　　　錫　　　じ

@　　　　　UPP鰍しVεし
@　　　　　L◎Wε汽　V臥

薩自L彫

固定金具

※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。
　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。〉

（交換したバッテリーの
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9．運転方法

9－1．始動・運転準備

◆危険，排気ガス中毒

　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで

　　　　　ください。

護』注意：排気ガス幡

　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。
△注意：火災

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ

　　　　　ないでください。

　　　O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設
　　　　　嬉してください。
△注意：けカミ

　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ
　　　　　さい。

　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーをrO
　　　　　FF』にしてください。

　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを

。　　　　rOFF』にします。

具操作パネルを開い納部の騰

　　　切替スイッチが使用する周波数に正

　　　　しくセットされているか確認してく

　　　ださい。

母　　　スロットルレバーを『アイドリン

　　　グ』の位置にします。

　　　スタータースイッチを『運転・予

包　　　熱』の位置にします。

　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』

包　　　になったら、ただちに『始動』の位

　　　置にし、エンジンを始動します。

周波数切替スイッチ

レーカーを 醗「㊥
、
ρ
〆

9◎取
　　　1鳥鰯　　叩凧　響画陰舳殉　ρ

＼＿ ＼スOツトルレパー
アイドリング位置

圃

編

鱒逡敗属藪スクリュ スOウトル　レパ｝
F繍C▼▲◎闇闇SC催猪 マ撒焼7塊L巨ヤεR

予熟i蕪示灯 電庄調馨ダイヤル

＼ ／
8　　　　　　　　　　　　0

o］・［＝コ・

@　　　　◎

@　　　◎
円

暫
　
　
　
　
　
　
目
口
回

圃

建

o ㊤

臼凹‘ 彊＠轟

／ス炉タ昭イ好 1 三棉ブレーカー

ス⊂〕ツトルレバー 馴目ブレーカー
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〈注意〉

　　○予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1～5秒で完了します。

　　Oセルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。

　　○　スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間

　　　　隔をあけてください。

恩　　　エンジンが始動したら、スターター
　　　スイッチから手を離します。

」ユ約5頒灘転をし就

　　　スロットルレバーを『運転』の位置

母　　　にします。
　　　下記の無負荷周波数になっているか
　　　確認します。

無負荷周波数（回転速度）

50Hz　運転 約52，5Hz（1575mir1－1＞

60Hz　運転 約63．OHz（1890min－1）
　〈注意〉

　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周

　　　　　波数調整スクリュ』で調整してください。

　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hz

　　　　　または60Hzになります。

母電圧纏ダイヤルで規定細こあわせま引

50Hz　運転 200V［400V］

60Hz　運転 220V［440Vユ、

※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で
　　使用する場合

亜レレ＋をr・N』にすることで送電状態になり虹

◆危険：騰けカミ

　　　0ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー

　　　　　や使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認し
　　　　　てください。

　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカーの操

　　　　　作を行ってください。
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9－2．三相・単相切替機能（オプション）

　　本機に三相・単相切替機能部品（オプション）を装備すると、出力仕様を

　　三相4線式と単相3線式に切り替えて使用することができます。

∠』注意：物的損害

　　　O発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して
　　　　　いることを確認してください。

＜注意＞

　O出力仕様の切り替えは、必ず運転を停
　　　止してから行ってください。万一、運

　　養鰻に切り替えを行った場合にはブレ

　　　ーカーが遮断します。また、AVRの

　　保護装置が働き正常な出力電圧が発生

　　　しなくなるか電圧変動が大きくなりま

　　す。この場合は、AVRのリセットボ
　　　タン（白色）を押して保護装置を解除

　　　してください。

　＜AVR＞
リセットボタン

　　o自国◎
高目

◎

〇三相・単相表示灯は、スタータースイッチを運転位置にすると点灯

　します。エンジン始動前にセット状態を確認してください。

　　　発電機点検扉（右側面）を開けたと

母　　　ころに三相・単相切替スイッチを設

　　　けています。使用機器の電源仕様に
　　　合わせスイッチめレバーを『三相』

　　　またはr単相』にセットしてくださ

　　　い。この時、ストッパプレートを外

　　　してレバー操作を行い、切り替え後

　　　は再度装着してください。

　　民団自圏
O栂単相切替スイッチ

」

ストツバ

vレート．

6〔晶・θ
R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

L獲．
　　囮翌U　　　eノ

6
e刊

一一

r」1　1

　　　三相4線式、単相3線式出力は三相出力端子に出力されます。　『7一

母　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ

　　　い。

　　　エンジン始動前にスタータースイッ

母　　　チを『運転・予熱』位置にして、三

　　　相表示灯または単相表示灯の点灯を

　　　確認してください。

　　　エンジンを始動し、三相ブレーカー

包　　　を『ON』にすることで、三相出力
　　　端子に電源が送電されます。

㈱
ボ

三相単相

電圧調整

q，
単相ブレーカー
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9－3．200／400V切替機能（オプション）

　　　本機に200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操作
　　パネル内部に設けた端子台の短絡プレートを組み替えることで三相出力を

　　　200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。

◇危険：感電

　　　O電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』にし、
　　　　　運転を停止してから行ってください。

幽』臆物的損害

　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して

　　　　　いることを確認してください。

　　　○　短絡プレートは正しい位置に接続し、確実に締付けてくださ

　　　　　い。

ユ．本機操作パネルの三相’および単相ブレーカーを『OFF』にし甑

　　　操作パネルを開いて、14極端子台の奥側に接続している短絡プレー

具　　　　ト6枚を、使用する電圧のセットに組み替えてください。

§i相2◎0／220Vセットト

囹 1
裏：馴 1韮bll　1 17員4 1101111 田1｛臼02 1霊216 19　13 1

㊥1㊥ll㊥1①！1㊥1㊥ll㊥i㊥｝i㊥｛i㊥ i㊥1㊥ 1㊥1㊥ 1

…脚㈱vセ。、／／一仁＿一磁ね

一囹一 i

i㊥1㊥i爾㊥ld

㊤
〔圃

1Io ほb 111 7 14 口。 瞬1116　18｝1黛 112｝ 6 ig ；3縫

㊥｝㊥
1
㊦
1

㊥i㊥ 1㊦1㊥1｝㊦1④ll㊥1㊥1 ㊥！㊥

1
④
l
l

母　　　　三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。『7－
　　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ

　　　　い。

　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三相出

旦　　　力端子に電源が送電されます。
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9－4，運転中の取り扱い

（1）始動後の点検

　　　○計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。

　　　　（『5．装備』参照）

　　　○異常振動や異常音がしないか確認してください。

　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、

　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。

　　　＜注意＞

　　　　O異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売

　　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。

（2）運転中の調整

　　　O負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ

　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。

幽燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き

　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。

　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで

　　きます。

旦燃料を給油し甑

母　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。

　　　約30秒でエアー抜きが完了します。

　＜注意＞

　　　Oスロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始

　　　　　動させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。

　　　　　エアー抜きが不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。

　　　　その場合、下記の手順で燃料フィルターのプライミングポンプを

　　　　使って、再度エアー抜き操作を行ってください。

※プライミングポンプでのエアー抜き方法。

具スタータースイッチを1停止』にしま凱

母
　　　　燃料フィルター上部の、プライミング

　　　　ポンプを20回程度押します。

ブライミングポンプ 0附＼ムf 、
鶉 器

／ 、

【 フ

，　　1ΨF正出
一　　一　｝E ヨ

／
四
燃
料
フ
ィ
ル
タ
ー

u
甑
r
　
L
輔
圃
鱒
胴
」
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9－5．停止

」ユ鮪側のスイッチとプレ＋を『OFF』にし就

　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを『OFF』にしま包凱
母ス・ットルレバーをrアイドリング』の位置にし甑

一匹約3胴冷髄転をし甑

母スタータースイッチを『停止』にし就

9－6．保護機能

　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯

　　　で知らせる機能を装備しています。

　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停

　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。

保護機能一覧表

Nα
　　動作内容

ﾙ常内容

プレーか

ﾕ断

エンジン

ｩ動
竡~

警告灯

_灯 異常時の状態

1 水温上昇 一 ○ ○
エンジンの冷却水温が高

ｭなったときに作動

ﾝ定値105℃・

2

モ　ラ

j　ン

^　ブ

P

油圧低下 一
○ ○

’エンジンの油圧が低下し

ｽときに作動
ﾝ定値0．98×100kPa
@　　｛1．Okgf／c㎡｝

3 充電不良 一 一 ○ バッテリーに充電ができ
ﾈくなったときに作動

4 漏電発生 ○ 一 ○ 漏電発生時に作動

5 過負荷使用 ○ 一 一 過負荷使用時に作動

※土中の○印は作動することを示します。
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9－7．外部燃料タンクとの接続

A注意

　　　O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。

　　　O燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。

　　　○配管後、燃料もれの無いことを確認してください。

〇　　　三方弁のレバーを潔パの位置にします。

　　　　（搭載タンク使用の位置）

　　　外部燃料供給口・戻り口のプラグ（PT

包　　　　1／2）をはずし、図のように外部燃料

　　　タンクと接続します。

母　　　三方面のレバーを”Bガの位置にします。

　　　　（外部燃料タンク使用の位置）

　　　外部燃料タンク接続ホース内のエアー

旦　　　を抜きます。以上の操作で外部燃料タ

　　　ンクから給油が出来ます。

〈注意〉

外部燃料タンク

》

　　　1口“Il口　　　u』　　台

　　
0

⑪ 塑＼、

O配管にホースを使用する場合は、

　内径8～10mm位の耐油ホース
　を使用してください。

O外部燃料タンクの影面は、本機底

　面から0～＋3mになるように設
　熟してください。本機より外部燃

A側レバー位置 B側レバー位醗

　料タンクの油川が低いと、エンジン不調やエンジン停止の原因に

　なります。

0外部燃料供給口・戻り口からの燃料流出防止のため、配管作業時

　は三方弁のレバーを”A”の位置にしてください。

○レバーの位置を誤ると、搭載タンクや外部燃料タンクから燃料が

　あふれでることがあります。充分に確認して作業を行ってくださ

　い。

○外部燃料タンク内のゴミや水を吸い込まないように、吸込側はタ

　ンク底面から15～20mm上方に設定してください。
Oエアーかみによるエンジン不調を防止するためには、外部燃料タ

　ンクの戻り側は吸込側と同じレベルにあわせてください。

Oエアー抜きは『9－4．運転中の取り扱い』を参照してください。
○外部燃料タンクに接続直後は、エアーが完全に抜けきれずエンジ

　ンの回転が安定しなかったり、停止したりすることがあります。

　無人運転をされる時は、エアーが完全に抜けエンジン回転が安定

　していることを：確認してから本機から離れてください。
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10点検整備

◇危険：騰けカミ

　　　　○必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってく

　　　　　　ださい。その間、キーは作業する人が保管してください。

話し注慧：火災、やけど

　　　　0必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ
　　　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。
幽』注意：火災

　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検

と整備を行ってください。

稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。

〈注意〉

　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。

　○表中のO印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

　0エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細

　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ

　　　さい。

　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。
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項　目
始業前

_検：

200時間’

ｲとに

400時間

ｲとに

500時間

ｲとに

1000時間

ｲとに

各部の清掃・締付点検
○

エンジンオイルの点検・

許
○

エンジンオイルの交換 第1回目

宦i50時間副

第2編目以降

@　○
オイルフィルターの交換 第1回目

宦i50時間副

第2回目以降

@　○
冷却水の点検・給水

○

エンジン排気色の点検
○

冷却水の交換 　　○

ﾛたは2年）

水分離器内の沈殿物・

?ｪの排出
○

燃料フィルターの水抜きと

�ｷ

　○
i水抜き）

○
（
交
換
）

燃料タンクの水抜き
’

○

水分離器・エンジンフィー

hポンプのゴーズフィルタ

[の清掃

○
（
清
掃
〉

エ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
側

燃料自動エアー抜き用電磁

|ンプ内のフィルター交換

○
（
交
換
）

燃料タンク内部清掃 ⑳

燃料・オイル・冷却水漏れ

ﾌ点検
○

燃料ホースの交換 　　◎

oまたは1年》

エアーフィルターエレメン

gの清掃・交換

○
（
清
掃
）

○
（
交
換
〉

バッテリー液量の点検
○

バッテリー比重の点検
○

ファンペルトの点検
○

ラジエーターの清掃
②

エンジンバルブクリアラン

Xの点検・調整
o

エンジン圧縮圧力の点検
●

燃料噴射ノズルの点検
●

燃料噴射時期の点検 ◎

各計器の作動

x告ランプの点検
○

漏電警報器の動作確認
○

発
　
電
　
機
　
側

漏電遮断用接地抵抗の・

m認
○

絶縁抵抗の測定
○
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（1）エンジンオイルの交換

初　回 50時間目

2回目以降 200時間ごと

包オイルゲージをはずし瓢

母　　　オイルドレンプラグをはずしてエンジ

　　　　ンオイルを抜きます。

邑オイルドレンプラグを締め付け瓢

　　　オイルゲージで油面レベルを確認しな

旦　　　がら、オイルフィラからオイルを上限

　　　レベルまで入れます。

1＼、　オイ，、ゲージ

才イルフィラ

　　　　＼
オイルドレンプラグ

即①

e

①

①

恩オイルゲージを締め付け甑

〈注意〉

○　エンジンオイルの交換油量及び種類は、r8－1．

　　の点検』を参照してください。

エンジンオイル

（2）オイルフィルターの交換

初　回 50時間目

2回目以降 400時間ごと

母
　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要
　　　領で、エンジンオイルを抜きます。

母　　　フィルターレンチでオイルフィルタ
　　　一をはずします。

母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ

　　　　トにオイルを薄く塗布します。

　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、

旦　　　　シール面にガスケットが接触して

　　　　から、フィルターレンチで

　　　　『11回転』締め付けます。

　　　　　　4
恩エンジンオイルを給油し甑

く注意〉

　　○　フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に交

　　　　換を申し付けてください。
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○オイルフィルター品番

いすゴ品番 8970497080
（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換

清　　　掃’ 200時間ごと

交　　　換 500時間ごと

　　　エアークリーナーのクリップをはずし、

ε　　　クリーナーキャップをはずします。

母エアーフィルターエレメントをはずしま引

エアークリーナー

畿
。

面

　　　　　　　　　　グ

ク嗣子　一

包
　　　エアーフィルターエレメントを

　　　清掃または交換し、逆の手順で

　　　組み込みます。

　〈注意〉

　　　○クリーナーキャップは、必ず

　　　　矢印方向を上にしてください。

　　　Oホコリの多い場所で使用する’
　　　　・ときは、早めに清掃してくださ

　　　　い。

Oエレメント品番
いすゴ品番 8972319000

圏エアーフィルターエレメントの清掃方法

く乾燥したホコリが付着している場合〉

　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け

　ます。

〈カーボンや油分が付着している場合〉

　新品と交換してください。
圏目詰まりインジケーター
　エアーフィルターエレメントの目詰まりを
　知らせるインジケーターが取り付けられて
　います。

　Oインジケーターの三部に『赤色』が出
　　ているときは、使用時間にかかわらずエ

　　　レメントの清掃あるいは交換をしてくだ

　　　さい。

　○清掃あるいは交換後リセットボタンを押

　　　して赤色シグナルを解除してください。

グ

目詰まりインジケーター

一

ン

リセットボタン

窓部
｛赤色シグナル》
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（4）水分離器の水抜き

点検 始業時

清掃 200時間ごと

　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレベルまで浮
　上したら、水抜きをしてください。

包コックを緩め甑

母水抜きが完了したら・コックを締め儘ナ瓢

カ9プ

コ7ク

＝
＝ 水抜きレベル

フロート

〈注意〉

　○水抜きが終わったら燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。

　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

（5）燃料フィルターの水抜き

水　抜　き 200時間ごと

母燃料ブイルター下部のコックを緩めま肌

母エアー抜きプラグを緩め就

母　　　水抜きが完了したら、コックとエアー抜き

　　　プラグを締め付けます。

　〈注意〉

　　　○フィルターの水抜きが終わったら、燃料

　　　　系統の『エアー抜き』を行ってください。
　　　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

（6）燃料フィルターの交換

エアー抜きプラグ

　　　　　　　　　　コック

交 換 500時間ごと

旦
　　　　フィルターレンチを使用して『フィルター』

　　　を取りはずします。

母ブイルター騰め・取りはずし甑

新品のフィルターにフィルター栓を取り付け、

ガスケットに燃料を薄く塗布します。

ガスケット

母
　　　　フィルターをねじ込み、シール面にガスケットが接触してから、

　　　　『3／4回転』締め付けます。

　〈注意〉
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○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を

　行ってください。

　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

○燃料フィルター品番
いすゴ品番 8943692993

（7）水分離器のゴーズフィルターの清掃

清　　掃 500時間ごと

　　　コックを緩め、次にエアー抜きプ

包　　　ラグを緩めます。

母コックから㈱ミ出なくなったら

　　　取り出します。

リングナット　　華

カップ

コ㌘ク

＝
：

エアー抜きプラグ

ゴーズフィルター

リングナットを左にまわし、カップとゴーズフィルターを

母ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込磁

締付けトルク

リングナット 15N・m｛1．5kgf・副

エアー抜きプラグ ユON・m｛1．Okgf・加

〈注意〉

　　○ドラム缶入りの燃料を使用したときは、ゴーズフィルターが目詰

　　　まりしゃすいため早目の清掃をおすすめします。

　　○コックを緩めると燃料がこぼれますので、受け皿を用意してくだ

　　　さい。

　　Oゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料系統のエアー抜きを

　　　行ってください。

　　　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

　　○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

（8）エンジンフィードポンプのゴーズフィ

　　ルターの清掃
清　掃 500時間ごと

」ユ琳ル噸り外し三

具アイボルトの中のゴーズフィルターを取

鋸

／

雄
ρ
O

督

｛

レ
∬

　　　　一論　　ヘ　　ヨ　㊥一㌦　∠

アイボルト② e

）

r適　　　、，

アイボルト①

ジ箋イントパイプ

。，一ド柳：

　さ　　くう

　　『　　一
　　〇　6
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り出します。

母ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込み甑

アイボルト締付けトルク 19．6N・m〔2kgf・m｝

＜注意＞

　0　アイボルトを取り外すと燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を

　　　　用意してください。

　○　ジョイントパイプの両側には、ガスケットが取り付けられています。

　　　なくさないようにし、組み込み時は忘れずに

　　取り付けてください。

O　ゴーズフィルターが破損したら、アイボルト

　　とセットで交換してください。

○　ゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料

　　系統のエアー抜きを行ってください。

　　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

囮／ゴ噸力砕

麟＿，

○　組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

O　アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）

いすゴ品番 5157・590270 ①

8970631550 ②

（9）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のブイルター交換

交　　換 1000時間ごと

旦
　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、

　　　フィルターを取り出します。

」3　　　交換フィルターを、逆の手順で取

　　　り付けます。

＜注意＞

　　Oフィルター交換時、燃料がこぼれま

　　　すので燃料の受け皿を用意レてくだ

　　　さい。

（
雌
。
趨

　
　
　
　
　
用
　
　
L

　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
抜
プ

　
　
　
　
　
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
エ
ポ

　
　
　
　
　
動
磁

　
　
　
　
　
自
電

フィルター@◎
カバー一浴p
　　　　　　）

○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行

　ってください。

　（『9－4．運転中の取り扱い』参照）

O組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

○フィルター品番

いすゴ品番 8943370220
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（10）燃料タンクの水抜き

水抜き 200時間ごと

　　　　燃料ドレンコックをr開』にします。包　　．
　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを

母　　　　『閉』にします。

（11）冷却水の交換

交換 2年間または1000時間

包　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ

　　　エーターキャップカバーを開きます。

母ラジエー舛ヤップをはずし虹

包

〆粛　伽
　　o　　　　　　　　、
　　　　〆　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　ぐ　　　　　　。

　　　　む　　　　　ロ

≧・鍵蟻掛∴
ラジエータードレンコック及び、エンジン側のドレンプラグを緩め

ます。

　　　冷却水が抜けたら、ラジ

旦　　　工一タードレンコックと

　　　エンジン側のドレンプラ

　　　グを締め付けます。

母サブタンクステーをはずし・サブタンク内の冷却水を排出し甑

母　　　サブタンクを元通りに取り付け、『FUL
　　　L』レベルまで冷却水を入れます。

　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱいまで

且　　　入れます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l／。
母ラジエー舛ヤップを締め付け甑

　　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、

包　　　　ラジエータープレートを取り付けます。

〈注意〉

　○冷却水はr8－2．冷却水の点検』を
　　　参照してください。・

サブタンク

螢
③

o

o

　9
　サプタンクステー
6　　、　、、、
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11長期保管

◆危険感爵けカミ

　　　○点検：・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ

　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が

　　　　保管してください。

遵』注意：火災。やけど

　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気

　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って

　　　　　ください。

盛』臆：火災

　　　0燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

（1）保管方法

　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して

　　ください。

具バッテリーをはずし瓢

旦エンジンオイルを交換し甑

母燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き甑

包
　　　各部を清掃しζ湿気・ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保管

　　　　します。
　　　　←

〈注意〉

　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度捕充電を行ってください。

　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ

　　　せてお読みください。

（2）二段積みの方法

0危険：けカミ

　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項

　　　を守ってください。

　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこと

　　　　　を確認してください。

　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ

　　　　　い。
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○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

O発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅より

　長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。

○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大きい

　機械はのせないでください。

〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。

12．故障時の対応

◇危険：感電

　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

謹』注意：けカ，

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。
△注意：火災。やけど

　　　○絶対に火気を近づけないでください。

　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって
　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。

本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。

点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を

申し付けてください。

44



故障の状況 推　定原　因 処　　置

スターターが回らない 1，バッテリー上がり 1，バッテリー液量の点検・充電

または回転が遅い 2，バッテリーの劣化 2．バッテリーの交換

3．バッテリー端子のはずれ、緩み 3．端子の取り付け、増締め

4．バッテリー端子の腐食 4；端子の清掃

5．スタータースイッチ、リレーの不良 5．指定サービス工場で修理

6，スターターの不良 6．指定サービス工場で修理

スターターはよく回 1．燃料の不足 1．燃料を給油する

るが始動しない 2，燃料フィルターの目詰まり 2．燃料フィルターの清掃、交換

ラ 3．ゴーズフィルターの目詰まり 3，ゴーズフィルターの清掃、交換

ジ
ン
が

4，燃料系統に水が混入 4．水分離器、燃料フィルター、燃料

@　タンクの水抜き
始
動 5．燃料系統にエアーが混入 5．エアー抜きをする

し
な
い

6．外部燃料タンクとの配管接続不良

V．外部燃料タンク切替えコック（三

6．配管の点検

V．コック（三方弁）の点検

方弁）の操作不良

8．燃料カットソレノイド（モータ） ＆一1．ヒューズの点検、交換

が作動しない 8－2．燃料カヅトソレノイド（モー

タ）の点検、交換

＜外気が氷点下にな 1．燃料が凍結している 1，寒冷地用の燃料を使用する

っている〉 2．燃料系統に混入した水が凍結して 2．燃料系統の水抜き

いる

3．予熱装置の故障 3．指定サービス工場で修理

エンジンは始動するがすぐ 1，燃料フィルターの目詰まり 1．燃料フィルターの清掃、交換

に停止する 2，ゴーズフィルターの目詰まり 2．ゴーズフィルターの清掃、交換

3。燃料系統に水が混入 3．水分離器、燃料フィルター、燃

料タンクの水抜き

4．燃料系統にエアーが混入 4。エアー抜きをする

5．外部燃料タンクとの配管接続不良 5．『 z管の点検

6．エアーフィルターエレメントの目 6，エアーフィルターエレメントの

詰まり 清掃、交換

7．オイル不足 7．オイルを給油

エンジン油圧が低い 1．オイル不足 1，オイルを給油

2．オイルフィルターの目詰まり 2，オイルフィルターの交換

3．油圧スイッチの不良 3，指定サ「ビス工場で修理

4．油圧計の不良 4．指定サービス工場で修理

5，オイル不適当 5。適正な種類、粘度のオイルと交換

オーバーヒートする 1．エンジンのサーモスタットの不良 1、指定サービス工場で修理

2．水温センサーの不良 2．指定サービス工場で修理

3．水温計の不良 3．指定サービス工場で修理

4．ファンベルトの緩み 4．ファンベルトの点検、調整

5．冷却水の不足 5，冷却水の点検、給水

6．ラジエーターコアの目詰まり 6．ラジエーターコアの清掃

マフラーから黒煙がでる 1．エアーフィルターエレメントの目 1．エアーフィルターエレメントの

詰まり 清掃、交換

2，噴射ノズルの不良 2．指定サービス工場で修理

3。燃料不適当 3．清浄な燃料に交換する
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マフラーから白煙がでる 1，オイルの上がり、下がり 1．指定サービス工場で修理

2。燃料に水混入 2，水分離器、燃料フィルター、燃

料タンクの水抜き

3．噴射ノズルの不良 3，指定サービス工場で修理

4，冷却水温が低い 4．暖機運転をする

5．エンジンのサーモスタットの不良 5．指定サービス工場で修理

電圧計がふれない 1．電圧計の不良 1．指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2．指定サービス工場で修理

3．配線の断線、端子の緩み、外れ 3．指定サービス工場で修理

4．初期励磁回路の不良 4．指定サービス工場で修理

5．発電機の不良 5．指定サービス工場で修理

6．AVRの保護装置が作動 6．AVRのリセットボタンを押し

保護装置を解除する

定格電圧にならない 1，電圧計の不良 1．指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2．指定サービス工場で修理

3．電圧調整ボリュウムの不良 3．指定サービス工場で修理

4．周波数が低い 4．周波数を調整する

5．周波数切替スイッチの誤セット 5．周波数切替スイッチを正しくセ

ットする

電圧が高すぎる 1．電圧計の不良 1，指定サービス工場で修理

2．AVRの不良 2。指定サービス工場で修理

3，負荷ケーブルの誤接続 3，出力端子への接続位置を正しく

セットする

4，電圧切替（オプション）が400 4．電圧切替を200Vセットに変

Vセットになっている える

機器を使用す’ると電圧が 1．AVRの不良 1．指定サービス工場で修理

大きく低下する 2．負荷接続のアンバランス 2。接続を変えバランスをとる

3，周波数が異なる 3．機器の指定周波数にあわせる

4，使用機器の電流が定格をこえている 4．使用できる容量の機器に変える

5．周波数切替スイッチの誤セット 5．周波数切替スイッチを正しくセ

ットする

6．AVRの保護装置が作動 6．AVRのリセットボタンを押し

保護装置を解除する

ブレーカーを『ON』にで 1．ブレーカーのレバーが『0鞠と 1．レバーをいったん『OF瑚にする

きない rOFF』の申聞位置になっている

2，負荷側の短絡 2．負荷側を点検する

3．漏電警報器の作動 3．漏電箇所を修理する

4．サーマルリレーの作動 4．サーマルリレーをリセットする

5．三相・単相切替スイッチ（オプシ 5．レバーを『三相』または『単相毒

ヨン）のレバーが中間位置になつ 位置にセットする

ている

6。単相3線式、400Vセット（オ 6。電圧切替を200Vセットに変

プシ滋ン）になっている える
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1509001　　　　　認証取得●■■■團取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機DG450UMI−Q▲　　もも　お　　圧思　　安全のため、ご使用前　　に必ずこの取扱説明書　　をお読みください。　　また、いつでもご覧い　　ただけるよう、大切に　　保管してください。目次1．安全上の注意2．仕様　2−1．諸元　2−2．周囲条件3．用途4．各部の名称　4−1．外観および各部の名称　4−2．操作パネルの各部の名称5．装備　5−1．モニター表示灯　5−2．計器類　5−3．燃料配管切替（三方弁｝6．運搬・据え付け　6−1．運搬の方法，　6−2．据え付けの方法7．負荷の接続　7−1．負荷ケーブルの選定　7−2．負荷ケーブルの接続方法　7−3．漏電遮断装置と接地の方法8．始業前点検　8−1．エンジンオイルの点検：　8−2．冷却水の点検　8−3．ファンベルトの点検　8−4．燃料の点検　8−5．燃料・オイル・冷却水　　　　　　　　　　　もれの点検　8−6．バッテリーの点検9．運転方法　9−1．始動・運転準備　9一珍．三相・単相切替機能　　　　　（オプション）　9−3．200／400V切替機能　　　　　（オプション）　9−4．運転中の取り扱い　9−5．停止　9−6．保護機能　9−7．外部燃料タンクとの接続10．点検・整備11．長期保管12．故障時の対応13．ゼネレータ電気回路図14．エンジン電気回路図面144555567791415151617171821232324252626ρU◎OOO（U220嘲り013233453471333334445新｛ヲイワ王業株式会社21444−94311本機の運用について本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。このたび、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて下記のような監視が必要になりました。1．監視方式　本機く移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で　の監視が必要になります。〈常時監視方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方　式。〈随時巡回方式〉　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態　を監視する方式。（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い�@「新適合マーク」が貼り付けられている場合　　く常時監視方式〉もしくはく随時巡回方式〉のいずれでも運用ができます。　　ただし、「外部燃料タンク」を接続して外部から燃料を連続供給できるよう　　に施設した場合は、〈常時監視方式〉で運用する必要があります。　　（〈随時巡回方式〉での運用はできません）�A「新適合マーク」が貼り付けられていない場合　　く常時監視方式〉で運用する必要があります。働駆（社》臼本内燃力鷺竃殿備協会　　　駆証晶新適合マーク（2）本機を工事現場等に施設する条件　本機はく常時監視方式〉〈随時巡回方式〉に関わらず下記のように施設してください。�@一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接締しないでください。�A工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ　　さい。2．保護機能の追加について　「新適合マーク」が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。　（1）エンジン過回転防止機能　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）　　　並列運転機能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジンが異常停止した場合、　　　ブレーカーを自動遮断させます。はじめに　このたびは、新ダイワ工業の防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。0この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも　のです。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に　は必ずこの取扱説明書をお読みください。○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従　つた取り扱い、届け出を行ってください。　　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所　　にご相談ください。○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ　る人が行ってください。○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。O取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。圏この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。◆危険：取り扱いを誤ると、死士または重傷を負う可能性がある雛△注意：取り扱いを誤ると沖程度の儲や軽傷を負う朧性がある場　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。〈注意〉：その他の注意事項。。r△臆』に講した事項でも、状況によっては重大な轍に結びつく可　能性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってく　ださい。1．安全上の注意◇危険：排気ガス中毒　　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。◇危険麓　　　　○運転中は出力端子部に触れないでください。　　　　○運転中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ　　　　　　さい。　　　　0コンセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。　　　　○運転中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ　　　　　　か1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断　　　　　　装置を装備していないときより危険な状態となります。　　　　○使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接　　　　　　地端子と外回接地端子は必ず接地してください。　　　　O漏電による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期　　　　　　的に測定してください。　　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずプレー　　　　　　カーを『OFF』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い　　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ　　　　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　○点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜　　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく　　　　　　ださい。O危険二けが　　　　○運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな　　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。《注意：排気ガス中毒　　　　0排気を通行人や建物などに向けないでください。盒臆目や鵬の障害　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な　　　　　　どに付着させないでください。　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。△臆：醗　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで　　　　　　ください。　　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた　　　　　　り火気を近づけないでください。△臆：火災　　　　○本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき　　　　　　は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、　　　　　　燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。　　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃　　　　　　料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ　　　　　　さい。　　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して　　　　　　ください。　　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。　　　　○保管用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。A臆やけど　　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでください。　　　　　　熱水蒸気が吹き出します。　　　　○運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますの　　　　　　で、触れないでください。　　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、　　　　　　エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイルゲージやオ　　　　　　イルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹き出します。△注意：けが　　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれが　　　　　　あります。　　　　0本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。　　　　○エンジンを始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ　　　　　　ーカーをrOFF』にしてください。　　　　O運転中に本機を移動させないでください。2○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。0改造したり、部品をはずしたままで運転しないでください。圏警告・表示ラベル貼付位置　　警告および、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ　　ルを指定場所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文　　してください。　　　　　　　　　　　（品番19402−00262）　　�A安全上の注意事項（品番19402−00125）　事　意毒　注中領のス要上かどど　置所位子箇木端げ枕地上用手扱全気電ががけけ災り積平取安排感けけやや火吊段平�@�A34567890））））））））＼塾1）13028492312222121111嘘⊥噌工噌⊥−↓−占−↓噌⊥−↓−剛⊥00000000000000000000＝＝＝＝＝2222222111000000000044444444449999999999ームーゐーム州⊥唯⊥−ゐ哩ま噌⊥11漏番番番番番番番番番番品品品品品品品品品品（（（（（（（（（（1　　　　　　　　　　　　1亀●】コ『5　窃　コ」3璽藝塁�Sこ”囹1〔盟馴　　　　　　　　　彫ﾋ　　＠塵　　　　　　　　O　　　　　　　　撃　　　　　　　　纏　　　　　　　　O”ニニ曙紹　　　　　　◎ｸ　o目。鱒＝，＝．　　　　　　　墜月・@■噤B　　　　　　　　輪鴎一■叩�@（鹸P齢�Q：出　　内職璽　　　．由：［　＼逼圃　巳コ劉薯曲　　　圃　　　　　　。O　　　　　　　　　　　o馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『窒香@　　　　　　　冒階固晶　　　　　　　画。一・9墜　o、1・・一・P，。£，　　1ノ�Qρ412曾鯉璽驕。9糟�　　　　　質@じ。　　　　o一　　屠　　図臣翼〔ニコ聾ol。、1§』ノ3項　　目単位DG450UMI−Q発電方式一回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式kVA3745三相4線式kW29．636定格容量kVA2227単相3線式※1kW2227発　電　機三相4線式V200／［400］※駐220／［440］※2定格電圧単相3線式※1V200／100220／110三相4線式A107／〔53．5］※2118／［59．0］※2定格電流単相3線式※1A110123定格周波数Hz5060定格回転速度min−115001800回路方式一三相4線式、単相3線式※1力　　　　率％三相80、単相100絶縁階級一発電機：F種　励磁機：B種励磁方式一自励式（ブラシレス）極　　　　数一4極名　　　　称一立形水冷4サイクルディーゼル機関型　　　　式一いすゴBB−4JGITシリンダ数一内径×行程mm4−95．4×107連続定格出力kW｛PS｝35。4｛48，1｝42．6｛57．9｝回転速度min嶋115001800総行程容積L3，059燃焼方式一直接噴射式（過給機付）冷却方式一ラジエーター水冷式潤滑方式｛トロコイドポンプによる強制潤滑式エ　ン　ジ　ン始動方式一セルスターター方式使用燃料一軽油使用潤滑油一CD級以上燃料タンク容量L124潤滑油総量L10．2（フィルター0。6Lを含む）冷却水総量L10．9（サブタンク1Lを含む）セルモーター容量V−kW12−2．2オルタネ一蓋ー容量V−A12−50バッテリー一95D31R長　　　　　さmm1770幅mm920外形寸法高　　　　さmm1350乾燥質量kg1130装備質量kg1260※1：オプション（三相・単相切替機能）※2：オプション（200／400V切替機能〉42−2．周囲条件　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。囲周囲温度圏相対湿度副票高一15℃〜40℃80％以下300m以下O水中ポンプなどの土木機械の電源等○照明機器の電源等0電動工具や家電機器の電源等4。各部の名称4−1。外観および各部の名称エンジン点検扉　ラジエーター　ロープ掛金具　エアークリーナー吊り金具　　　　　　　　　　臼需プ掛金具@　　　　　　　　　　　　罐発電機点検扉囮醐　　　　　　　　　　「　1�h「暉噂「A［ゴ繭　　巳　　　　酊　　闇　　　眉』一口　　　　　　　　　日動9@　　　　　　喉自@　　　　　　　　　　　　§??pネル扉。、副P璽・、嘱　〃o　　　　　〜胃】�p高馬‘一掾B@　　　　　，　oｦ1＼〔コ1〔］魎　　　　1レ　オイルゲージオイルフイル坐＼N　　　　　　　　　　　　　　lrE一プ掛金具／・鴫　＼　ll※オプション［三相・単相切替スイッチ］　　　　　　　　舞羅讐　　　　　　　　　　　　　　　＼＼＼oo＼’発電機点検扉　　7・巻嵩。一1π層・二、　　　　＼_“eも　　｝■　　●go　　　o＼　　　二島　熟ノ融議・@　　　　o「＼ト＿〜，　　　　エンジン点検扉@　　　燃料給油口：欄翌目1§隻’、8？1L甥　　／　　　9／　　　出力端子カバーP相専用出力端子@　　コンセント@三相出力端子P相3線式出力端子）�D一ルノ墨o一’@　　　、、一1ヂ…．騨　　●D・●●．@｝　1。メ勢・嘲1　　　．乱▽／一@！．　　ア　1�P‘………ﾑ”酵　　　　燃料タンク　　　　　　　　　　　外部燃蜘4漏電遮断用接地端子　　　　　　　　　　　　　　外部燃料戻り口水分離器R料フィルターオイルドレンプラグ冷却水ドレン54騨2・操作パネルの各部の名称　　　　　　※　　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2／　22P4　　　　／2　／0　／／　’3　　7　　8　　　　　　　　　9　　　2@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／朗詠萄H60Hz操作パネル休��　　　　　　　　　　　　　　�H@　　　　　　　　1・＼目暗’オ　　　　　司A甲＼、」��＼P＼固ノ　　　　’　　　　l　　　i　　　、　　　　　l　　　　　　t、、、／9　　／5　　／8　　／7　　／6　　／3　　5　　　4　　　6　　　　　　　　　　／�@三相ブレーカー�K油圧計�A単相ブレーカー�L燃料計�B電圧計�M積算時間計�C電流計�N非常停止ボタン�D周波数計�O予熱表示灯�E漏電警報器�Pスタータースイッチ�Fパネルライト兼用発電表示灯�Qスロットルレバー�G電圧調整器�R周波数調整スクリュ�H電流計切替スイッチ�S周波数切替スイッチ�Iモニター表示灯�J三相表示灯（※オプション〉�J水温計�K単相表示灯（※オプション〉65−1．モニター表示灯本機は、r冷却水温』rエンジン油圧』rバッテリー充電』のモニターランプを装備しています。本機が正常であれば、スタータースイッチをr停止』からr運転』の位置にするとrエンジン油圧』rバッテリー充電』のランプが点灯し、エンジンを始動するとすべてのランプが消灯します。運転中、『冷却水温』『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。自動停止した場合は、いったんスタータースイッチをr停止』の位置にもどしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止するときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてください。（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）O危険：けが　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。△臆やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。　　　　　運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温　　　　　モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。　　　　　そのときは、サブタンクの水量を点検し、不足している場合は　　　　　サブタンクに冷却水を補給してください。冷却水温　　（『8−2．冷却水の点検』参照）W蕨Rπ慧P　規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷　　　　　却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行　　　　　ってください。＜注意＞　　O冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーター　　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。7（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）◇危険：けカミ　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。A臆やけど　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停　　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル　　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹　　　　　き出します。　　　　　運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c�u｝以下　　　　　に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停　　　　　止します。エンジン油圧　そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを飢PRεss　上限レベルまで給油してください。〈注意〉　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。　　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　　　『8−1．エンジンオイルの点検』参照（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）　　　　　　運転中に充電ができなくなると、バッテリー充電モニターラン　　　　　　プが点灯します。　　　　　　そのときは、ただちにエンジンを停止し、お求めの販売店か弊　　　　　’社営業所にご連絡ください。　バッテリ充電　O甑RaE　〈注意〉　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不　　　　足を検知することはできません。　（『8−6．バッテリーの点検』参　　　　照）85−2．計器類エンジン用計器（1）積算時間計　�o繍�o運転時間を示します。定期点検の時間管理の目安にしてください。なお、エンジンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチがr運転』位置の状態であれば、積算時間計は作動しますので注意してください。（2）水温計エンジン冷却水の温度を示し零す。使用条件により異なりますが、運転中おおむね75〜100℃を示しているのが正常です。〈注意〉　○水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング　　状態（1000miガ1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく　　ださい。（3）油圧計エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね0．98〜4．9x100kPa｛1〜5kgf／c�u｝を示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転をしてください。（4）燃料計燃料タンク内の燃料の量を示します。燃料満タン時は『F』を示します。『E』に近づいた時は、残量が少なくなっています。すみやかに、燃料を補給してください。9発電機用計器（1）電圧計多野O　　　o一発電機の出力電圧（R−T間電圧）を示します。運転中は50Hzのとき200V［400V］、60Hzのとき220V［440V］を指示しているか確認してください。※［］オプション（200／400V切替機能）400V　　設定時（2）電流計蟷％O　　　o　　O発電機の出力電流（相電流）を示します。　〈注意〉　　○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場　　　　合には、電流計切替スイッチをR・T相に切り替え　　　　てください。S相では正確な電流が計測できません。（3）周波数計　　。’』●．”・�`ｭ�sO　　　o　　O電源の周波数を示します。運転中は50Hz、または60Hzを指示しているか確認してください。（1）予熱表示灯表な熱に予能と可る動ず始に、置し位灯の消』と熱る予す・了転完運が『熱を予。チ。すツすまイましスし示5〜ユ約駄わ変で態状の温水却冷。、すはま間し時了の完熱で一灯を〉予秒癬誌・タ灯たくス示つ（2）パネルライト兼用発電表示灯エンジン運転時に点灯し、発電していることを示します。01（1）スタータースイッチ�@停止　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。�A運転・予熱　運転を行う位置です。また、寒冷時の始動性を向上させ　るために、グローブラグを予熱する位置も兼ねています。〈注意〉　○エンジンを停止したままこの位置で放置しないでください。パッテ　　リーがあがります。�B始動　エンジンを始動させる位置です。rキー』から手を離すと　自動的に『運転・予熱』位置に戻ります。（2）非常停止ボタンエンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジンが停止するまで押し続けてください。〈注意〉　○ボタンを押したままにしてください。　　3〜5秒程度でエンジンが停止します。　Oエンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチをr停止』の　　位置に戻してください。（3）ブレーカー負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端子に電圧が掛かります。負荷側め短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。〈注意〉　○負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。11（4）サーマルリレー　　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。　　ブレーカーが作動したときは、レバーがrON』と『OFF』の中間位　　置になります。　　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。母エンジンを停止し瓢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　操作パネルを開け、サーマルリレーのリセットボタンを押します。母以上の操作で再びプレーかをr・N』できる糠なり甑〈注意〉　○サーマルリレーの設定値は勝手に変えないでください。サーマルリレーi操作パネル内部｝　　　　　操作パネル@　＼　　　　　　　＼oロ≧ド@◎◎　。　　＼B◎冒評調穏／単相ブレーカー／　　　　　　　　　1@三椙プレー：カーサーマルリレーリセットポタン（5）漏電警報器印三望盛聖整璽墜塑塑卿■剛蹴■幽剛@�oしξ醜釦@oo@TE訂　只繍@OO負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断させます。（『7−3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）（6＞電流計切替スイッチスイッチを切り替えることにより、切り替えた相（R・S・T）の電流が電流計に表示されます。〈注意〉○単相3線式（オプション）出カセットで使用する場合には、R・T　　相に切り替えてください。S相では正確な電流が計測できません。21（7＞周波数切替スイッチ操作づネル周波数切螢T0HzH60Hz｝●　　　　　　　　　　璽n・口・@　◎◎@　○◎B　○○　　。　　　　／A　O@　　巨］囲　回B　囚◎・r_、スクリュ（2本）スイッチは操作パネル内部にあります。スクリュ2本を緩めて操作パネルを開き、内部の周波数切替スイッチが使用する周波数に正しくセットされているか確認してください。〈注意〉　○　周波数を変えるときには、必ずこのスイッチを使用する周波数側に切　　　り替えてください。電圧調整器、調速装置（ユ）電圧調整器発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低方向）と下がります。（2）調速装置圓定ナット周波数調蟄スクリュス［コツトルレバー蕪。嗣．爾蟄敏鍬警スクリ証　ス1ゴツトル　レパ｝F雑繍留A聯3了蝋ε”　捌癬鵬L鞭�@スロットルレバー　エンジンの回転速度を調整するレバー　です。　エンジンの始動、暖機・冷機運転時は　『アイドリング』の位置にし、定格運　転時（50Hzまたは60Hz）は　『運転』の位置にしてください。�A周波数調整スクリュ　スロットルレバーを『運転』の位置　にし、周波数調整スクリュの固定　ナットを緩め『高速』側にまわすと周　波数が高くなり、　r低速』側にまわす　と低くなります。〈注意〉　○出荷時は50Hzに調整しています。　　　60Hz地域では上記の要領で調整しなおしてください。　0無負荷時に下記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ5．OHzま　　たは60Hzになります。　○周波数を変えるときには、必ず周波数切替スイッチを使用する周波　　数側に切り替えてください。31無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転52．5Hz（1575min−1）60Hz　運転63．OHz　（1890min｝1）5−3．燃料配管切替（三方弁）A臆　　　8　　　0配管工事中は必ずエンジンを停止してください。燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。配管後燃料漏れの無い事を確認してください。三方弁を切り替えることにより、外部タンクから給油することができます。　　その場合、搭載タンクは使用しません。（1）搭載タンクを使用する場合　　本機出荷時、三方弁のレバーは”A”側　　です。また、外部燃料供給口・戻り口はプラグ（PT　1／2）をを取り付けています。そのままでご使用ください。〈注意〉蟹咀A側レバー位置0　　　｝　｛川目｛　1　　　　一外郎燃料供給口　外部燃料渓り口（プラグPτV2）　　　鄭／一　　　○外部タンクからの配管をはずした時は、　　　　　プラグを取り付けてください。（2）外部燃料タンクを使用する場合外部燃料供給量・戻りロを外部タンクと接続し、三方弁のレバーを躍B”側にしてください。外部燃料タンクから給油できます。作業手順は『9−7．外部燃料タンクとの接続』を参照してください。　　　三方弁画“　　’，’B側レバー位置レバー位置を擢A”側とし、○�J埜激轍三方弁416運搬・据え付け6−1．運搬の方法《》危険：けカ，　　　○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具牽使用してください。　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ　　　　　れがあります。（1）吊り上げ方法　　吊り金具を使用して吊り上げてく　　ださい。（2）運搬　　本機を運搬するときは、左右の白　　一プ掛金具にロープを掛け、しつ　　かりと固定して行ってください。0一ブ掛金具　　　危険　　け　がζ錦禽腐糖麓貫導凋禽奥で▼oで。扇彫め絃¢い讐《離書い．落7ア●繕燈馬ぴ鯛8r「．團〈注意〉　○本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく　　　ださい。　　　乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。516−2．据え付けの方法◆危険：排気ガス中毒　　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。△注意：排気ガス中毒　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。溢h注意：火災　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転　　　　　してください。　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな　　　　　いでください。圏本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。圏操作パネル扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁など　の障害物から1m以上離して設置してください。＜注意＞　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし　　て作られています。　　従って、それ以外の設置方法での使用は故障の原因となりますので　　注意してください。　○ラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物を置かな　　いでください。　　エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の故障の原因にな　　ります。　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ　　るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの　　で、十分に保守・点検を行ってください。16フ負荷の接続7−1．負荷ケーブルの選定　　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、　　十分な太さのケーブルを使用してください。A注意：物的損害　　　○負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル　　　　　が焼損することがあります。　　　○ケーブルが長すぎたり『、細すぎたりするとケーブル間での電圧　　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や　　　　　作動不良、また故障の原因になります。〈注意〉　○ケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ　　と長さを選定してください。團負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式　〇三相の場合　　　　　　　　1電圧降下（V）＝一　　　　　　　　580単相の場合　　　　　　　　1電圧降下（V）＝一一　　　　　　　　58×長さ（m）×太さ（m�u〉長さ（m）太さ（ln：�u〉×電流（A）×！3×電流（A）×2　　　■負荷ケーブルの選定表（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。三相　キャブタイヤケーブル単二の場合（単位：m�u〉　　長さd流50m以下75m100m125m150m200m50A81414223030100A142230385060200A3850608010012571（例）　使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。単相　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m�u〉50m以下75m100m10A5．55．5820A8142230A14222250A223030100A305060130A5060807−2．負荷ケーブルの接続方法◆危険：驕　　　○出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす　　　　　べてのブレーカーを『OFF』にし、エンジンを停止し、エン　　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す　　　　　る人が保管してください。△臆火災　　　0交流出力を屋内配線に接続しないでください。〈注意〉　○負；荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かる　　ように接続してください。　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機　　の定格電流以下となるようにしてください。　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく　　ださい。　O単相専用出力端子とコンセントはR相，T相を使用しています。（1）三相出力端子　　囲三相負荷の場合　　O端子電圧は200／220V［400／440V］　　　　Hz）です。　　　　※［］オプション（200／400V切替機能）（50／60400V設定時81β　　負荷圏単相負荷の場合○端子電圧は115／127V［230／254V］　60Hz）です。　　※［］オプション（200／400V切替機能）（50Hz／400V設定時し　コ　　し　ヨ　し　コ｛L£」｛レ負荷　負荷　負荷囲単相負荷の場合○端子電圧は200／220V［400／440V］　60Hz）です。　　※［］オプション（200／400V切替機能〉（50Hz／400V設定時〕　　〕　〕｛》｛》β負荷　負荷　負荷圏単相3線式負荷の場合（※オプション三相・単相切替機能設定時）OR−T端子電圧は200／220V（50Hz／60Hz＞です。　R−O端子電圧は100／110Vです。　T一〇端子電圧は100／110Vです。91〈注意〉写↓写負荷負荷負荷○単相100／110V（出力端子R−O／T一〇間）を使用する場　合は、出力端子間で負荷が均等になるようにしてください。○単相200／220V、単相100／110Vを同時に使用する場　合は、各相に流れる電流が定格電流以下となるようにしてください。〈2）単相専用出力端子　　●出力端子およびコンセント　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。　　〇三相出力端子を併用使用しない場合、各端子およびコンセントで使　　　　用できる電力は下記の通りです。CON3u卜ｵ翌L葦L＿』」一9CONl一9合計総合計以下のkVAまで使用できます。　（100V／110V）U1−UOW1−WOCON　1CON2CON3CON4合計総合計τ5／＆25k3．75／413］7．5／＆25m3．75／4．13］1，5／1．651，5／1．651，5／1．651，5／1．657，5／8．25m375／4，13］15／16．5k7．5／＆25］※［］オプション（200／400V切替機能）　合400V設定で使用する場〈注意〉　○単相専用出力と三相出力端子を同時に使用する場合は電流値の合計　　が定格電流以下になるようにして使用してください。　〇三相400V設定（オプション）で使用する場合、単相専用出力：端　　子で使用できる出力は、三相200Vセット時の半分になりますの　　で負荷の取りすぎに注意してください。207−3．漏電遮断装置と接地の方法◆危険：感電　　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。　　　　　いずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流　　　　　れ、漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となり　　　　　ます。　　　　0使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断　　　　　用接地端子と二二接地端子は必ず接地してください。　　　　O接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。　　　　○漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ　　　　　さい。　本機は、感電事故防止のため漏電警報器より信号を受けてブレーカーを遮　断させる漏電遮断装置を装備しています。　使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮　平します。　漏電警報器の仕様は次の通りです。　　○定格感度電流　　30：mA以下（接地抵抗500Ω以下）　　○作動時間　　　　0．1秒以内　く注意〉　　○他の感度電流の漏電警報器も取り付け可能です。ただし、その場　　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なって　　　　きますので、別途弊社営業所にご相談ください。また感度電流3伽　　　　Aを超える場合（100，200，500飴など）は、感電防止用としては不十　　　　分となります。その場合、各負荷ごとに感度電流30mA以下の漏電　　　　遮断器を取り付けてください。　　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（（社）日本電気　　　　協会）の151．2項「漏電遮断器などの選定」を参照してください。（1）接地工事　　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてにD種接地工事（接地抵　　抗500Ω以下）を行ってください。　　O本機の漏電遮断用接地端子　　○本機の外箱接地端子　　○使用機器の金属製外箱　く注意〉　　○使用機器に接地工事が行えない　　　　場合は、お求めの販売店か弊社　　　　営業所にご相談ください。・漏電遮断用接地端子　　　外学接地端子；・bo188　　　　　　　　　　8匙◎・ノ挿都響3聯ノ　　　　　　　　　　　　藝／111！1711111111111！111111　1111@　　　　　　　　　　アース棒12（2＞作動確認O危険山けカぐ　　　　○ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカーや　　　　　使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認してく　　　　　ださい。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカ　　　　　一の操作を行ってください。始業前には、必ず作動確認を行ってください。包　　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ　　　チが『OFF』になっていることを確認　　　　します。具否蕪輔碧ごと；翻垂騨�D母『9−1・始動運転準備』に従ってエンジンを始動し頗　　　三相及び単相ブレーカーを『ON』にします。包　　　漏電警報器のテストボタン（赤色〉を押します。　　　　このとき、漏電警報器の漏電表示灯（赤色ラ恩　　　　ンプ）が点灯し、三相及び単相ブレーカーの　　　　レバーが『ON』と『OFF』の中間位置に　　　移動すれば正常です。　　　　リセット：ボタンを押します。このとき、漏電母　　　　表示灯（赤色ランプ）が消灯します。〇　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OF　　　　F』の位置まで押し下げます。漏電警報機　漏　表示灯瞥間RES7テストボタン　りセットボタン以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。　（3）漏電遮断装置が作動した場合　　　　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『OFF』の中間位置に　　　　なります。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰し　　　　てください。　　　　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）。ユリセットボタンを押すか・エンジンを停止し瓢包　　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを『OFF』の位置まで押し下げ　　　　　ます。以上の操作で、再びブレーカーをrON』にできる状態となります。228。始業前点検耀ゆ危険：繭ナカ《　　　0点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから　　　　　行ってください。　　　　　その間、キーは作業する人が保管してください。△注意：火災．やけど　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。△注意：火災　　　0燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。8−1．エンジンオイルの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みく　　　ださい。　　　オイル量の点検は、本機を水平にし、オイルゲー　　　ジをオイルフィラに差し込んだ状態で（ねじ込ま　　　ないで）確認してください。　　　始業前にはオイルを上限レベルまでオイルフィ　　　うから給油しておいてください。　　　＜注意＞　　　　Oオイル量の点検はエンジンを停止、あるい　　　　　　は給油してr10〜20分後』に点検：して　　　　　　ください。　　　　○本機が傾いた状態では、オイル量を正確に　　　　　確認することができません。　　　　○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損するこ　　　　　　とがありますので注意してください。　　（1）エンジンオイルの種類　　　　　APIサービス分類のCD級以上を使用して　　　　　ください。　　　（2）エンジンオイルの粘度下限レベル　上限レベルオイルゲのジ　∫O　　　X　　　X適籔　　不足　　入れすぎオイルは外気温度に応じて適正な粘度（表を参照）のディーゼル用エンジンオイルを使用してください。23○粘度と気温との関係穂卜SAE2・・2・W−1一SAE　10W一→1−SAE4・←一SAE30一一篇30一150、ユ525　30SAE　10W−30一一一一一一一一　SAE　15W−40・20W−40（3）エンジンオイル交i換油量単位：L潤滑油総量（フィルター容量を含む）10．2（0．6）（）内はフィルター容量を示す。8−2．冷却水の点検　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。◇危険：けカ，　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。△注意：やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。　ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水　してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠　　。ジエー舛。。プ。バー（・）ラジエーター轍給水　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ　　ニ，鱗〕　．。　　　エ血忌ーキャップカバーを開きます。　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遮｛盤婁　　　冷却水を給水口の口元いっぱいまで入　　　れます。旦具ラジー舛ヤップをはずし就母毛Lラジーターキャップを締め付け就　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、母　　　ラジエータープレートを取り付けます。24（2）サブタンクの点検・給水　　　　　サブタンク内の冷却水が『FULL』と『LOW』レベルの範囲に旦　　　　　あるか点検します。包不足しているときは冷却水をrFULL』まで入れ甑〈注意〉　○冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。　○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（LLC）を　　　使用してください。　　　（工場出：荷時は、混合率30％のLLCを使用しています。）　○サブタンクにも同混合率のLLCを使用してください。　OLLCの混合率は、外気温度に応じて30〜45％の範囲で使用し　　　てください。　OLLCは2年または1000時間で交換してください。混合率の目安外気温度一！5℃一20℃一30℃混合率30％35％45％（3）冷却水量単位：L冷却水総量（サブタンク容量を含む〉10．9（1＞（）内はサブタンク容量を示す。8−3．ファンベルトの点検　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。◆危険：けカミ　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してください。　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。△注意：やけど　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。25（1）ファンベルトの張り　　ファンプーリーとオルタネータプーリー　　の中間を指で押し（約98NUOkgfD　rたわ　　み』が8〜12�oであれば適正です。（2）ファンベルトの状態　　ベルトに損傷がないか点検し、損傷があ　　る場合は交換してください。〈注意〉�梶ロf、鰯0ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく　ださい。8−4，燃料の点検　　　　イ孟L注慧：火災　　　　O　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。〈注意〉　　○燃料は、ディーゼル用JIS2号軽油（一5℃まで）を使用してく　　　ださい。O寒冷時は、デイー・ゼル用JIS3号軽油　　（一15℃まで）やJIS特3号軽油　　（一25℃まで）を使用してください。○給油口に装着してある燃料コシ網を必ず　使用してください。○燃料は、満タンより控え目に給油してく　ださい。＼＼もタンクキャップら燃料コシ網／給油ロ8−5．燃料・オイル・冷却水もれの点検△注意：火災　　　○　燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理して　　　　　　ください。燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがないかどうか、点検扉を開けて点検してください。8−6．バッテリーの点検▲注意：帥皮膚の囎　　　Oバッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・・皮膚・　　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多　　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受　　　　　けてください。26盛』注意：爆発　　　○バヅテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をし　　　　　ないでください。　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパーク　　　　　させたり火気を近づけないでください。包　　　液面高さを点検し、下限レベルに近　　　いときは蒸留水を上限レベルまで補　　　給します。母　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　　るときは増し締めしてください。　　〈注意〉　　○バッテリー液の比重が1．23以下蝿茅gggQニィ瓢諜譲駄“ド曝レベル上餓レベル　　　　のときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申　　　　　し付けてください。圏バッテリーの交換方法　　　バッテリーの『一』側ケーブルをは包　　　ずします。　（必ず『一』側を先には　　　ずします。）恩バッテリー固定銀をはずし甑母r＋』側ケーブルをはずし就包バッテリーを取り出し甑＋端子一端子　　＼／　　　　　　錫　　　じ@　　　　　UPP鰍しVεし@　　　　　L◎Wε汽　V臥薩自L彫固定金具※バッテリーの取り付けば逆の手順で行います。　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。〉（交換したバッテリーの279．運転方法9−1．始動・運転準備◆危険，排気ガス中毒　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。護』注意：排気ガス幡　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。△注意：火災　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ　　　　　ないでください。　　　O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設　　　　　嬉してください。△注意：けカミ　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ　　　　　さい。　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーをrO　　　　　FF』にしてください。　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを。　　　　rOFF』にします。具操作パネルを開い納部の騰　　　切替スイッチが使用する周波数に正　　　　しくセットされているか確認してく　　　ださい。母　　　スロットルレバーを『アイドリン　　　グ』の位置にします。　　　スタータースイッチを『運転・予包　　　熱』の位置にします。　　　予熱表示灯が『点灯』から『消灯』包　　　になったら、ただちに『始動』の位　　　置にし、エンジンを始動します。周波数切替スイッチレーカーを醗「��、ρ〆9◎取　　　1鳥鰯　　叩凧　響画陰舳殉　ρ＼＿＼スOツトルレパーアイドリング位置圃編鱒逡敗属藪スクリュスOウトル　レパ｝F繍C▼▲◎闇闇SC催猪マ撒焼7塊L巨ヤεR予熟i蕪示灯電庄調馨ダイヤル＼／8　　　　　　　　　　　　0o］・［＝コ・@　　　　◎@　　　◎円暫　　　　　　目口回圃建o��臼凹‘彊＠轟／ス炉タ昭イ好1三棉ブレーカース⊂〕ツトルレバー馴目ブレーカー28〈注意〉　　○予熱時間は、冷却水温の状態でかわり、約1〜5秒で完了します。　　Oセルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。　　○　スタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間　　　　隔をあけてください。恩　　　エンジンが始動したら、スターター　　　スイッチから手を離します。」ユ約5頒灘転をし就　　　スロットルレバーを『運転』の位置母　　　にします。　　　下記の無負荷周波数になっているか　　　確認します。無負荷周波数（回転速度）50Hz　運転約52，5Hz（1575mir1−1＞60Hz　運転約63．OHz（1890min−1）　〈注意〉　　　○周波数が合っていない場合、または周波数を変更する場合は『周　　　　　波数調整スクリュ』で調整してください。　　　○無負荷時に上記周波数に調整すると、定格負荷時にほぼ50Hz　　　　　または60Hzになります。母電圧纏ダイヤルで規定細こあわせま引50Hz　運転200V［400V］60Hz　運転220V［440Vユ、※［］オプション（200／400V切替機能）400V設定で　　使用する場合亜レレ＋をr・N』にすることで送電状態になり虹◆危険：騰けカミ　　　0ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー　　　　　や使用機器のスイッチが『OFF』になっていることを確認し　　　　　てください。　　　　　また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブレーカーの操　　　　　作を行ってください。299−2．三相・単相切替機能（オプション）　　本機に三相・単相切替機能部品（オプション）を装備すると、出力仕様を　　三相4線式と単相3線式に切り替えて使用することができます。∠』注意：物的損害　　　O発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して　　　　　いることを確認してください。＜注意＞　O出力仕様の切り替えは、必ず運転を停　　　止してから行ってください。万一、運　　養鰻に切り替えを行った場合にはブレ　　　ーカーが遮断します。また、AVRの　　保護装置が働き正常な出力電圧が発生　　　しなくなるか電圧変動が大きくなりま　　す。この場合は、AVRのリセットボ　　　タン（白色）を押して保護装置を解除　　　してください。　＜AVR＞リセットボタン　　o自国◎高目◎〇三相・単相表示灯は、スタータースイッチを運転位置にすると点灯　します。エンジン始動前にセット状態を確認してください。　　　発電機点検扉（右側面）を開けたと母　　　ころに三相・単相切替スイッチを設　　　けています。使用機器の電源仕様に　　　合わせスイッチめレバーを『三相』　　　またはr単相』にセットしてくださ　　　い。この時、ストッパプレートを外　　　してレバー操作を行い、切り替え後　　　は再度装着してください。　　民団自圏O栂単相切替スイッチ」ストツバvレート．6〔晶・θR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9L獲．　　囮翌U　　　eノ6e刊一一r」1　1　　　三相4線式、単相3線式出力は三相出力端子に出力されます。　『7一母　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ　　　い。　　　エンジン始動前にスタータースイッ母　　　チを『運転・予熱』位置にして、三　　　相表示灯または単相表示灯の点灯を　　　確認してください。　　　エンジンを始動し、三相ブレーカー包　　　を『ON』にすることで、三相出力　　　端子に電源が送電されます。�潟{三相単相電圧調整q，単相ブレーカー309−3．200／400V切替機能（オプション）　　　本機に200／400V切替機能部品（オプション）を装備すると、操作　　パネル内部に設けた端子台の短絡プレートを組み替えることで三相出力を　　　200Vまたは400Vに切り替えて使用することができます。◇危険：感電　　　O電圧切り替え作業を行う場合はブレーカーを『OFF』にし、　　　　　運転を停止してから行ってください。幽』臆物的損害　　　○　発電機の出カセット、出力端子の接続、負荷の電源が一致して　　　　　いることを確認してください。　　　○　短絡プレートは正しい位置に接続し、確実に締付けてくださ　　　　　い。ユ．本機操作パネルの三相’および単相ブレーカーを『OFF』にし甑　　　操作パネルを開いて、14極端子台の奥側に接続している短絡プレー具　　　　ト6枚を、使用する電圧のセットに組み替えてください。§i相2◎0／220Vセットト囹1裏：馴1韮bll　117員41101111田1｛臼021霊21619　131��1��ll��1�@！1��1��ll��i��｝i��｛i��i��1��1��1��1…脚�革セ。、／／一仁＿一磁ね一囹一ii��1��i爾��ld��〔圃1Ioほb111714口。瞬1116　18｝1黛112｝6ig；3縫��｝��1��1��i��1��1��1｝��1�Cll��1��1��！��1�Cll母　　　　三相200V、400V電源は三相出力端子に出力されます。『7−　　　　2．負荷ケーブルの接続方法』を参照してケーブルを接続してくださ　　　　い。　　　エンジンを始動し、三相ブレーカーを『ON』にすることで、三相出旦　　　力端子に電源が送電されます。139−4，運転中の取り扱い（1）始動後の点検　　　○計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。　　　　（『5．装備』参照）　　　○異常振動や異常音がしないか確認してください。　　　○排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。　　　＜注意＞　　　　O異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売　　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。（2）運転中の調整　　　O負荷運転中、周波数計と電圧計を確認しながら、周波数調整スクリュ　　　　と電圧調整ダイヤルで周波数と電圧を微調整してください。幽燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。　　燃料切れでエンジンが停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きがで　　きます。旦燃料を給油し甑母　　　スタータースイッチを『運転』の位置にします。　　　約30秒でエアー抜きが完了します。　＜注意＞　　　Oスロットルレバーを『アイドリング』の位置にし、エンジンを始　　　　　動させ、完全にエアーが抜けたことを確認してください。　　　　　エアー抜きが不十分な場合、エンジンの回転が安定しません。　　　　その場合、下記の手順で燃料フィルターのプライミングポンプを　　　　使って、再度エアー抜き操作を行ってください。※プライミングポンプでのエアー抜き方法。具スタータースイッチを1停止』にしま凱母　　　　燃料フィルター上部の、プライミング　　　　ポンプを20回程度押します。ブライミングポンプ0附＼ムf、鶉器／、【フ，　　1ΨF正出一　　一　｝Eヨ／四燃料フィルターu甑r　L輔圃鱒胴」329−5．停止」ユ鮪側のスイッチとプレ＋を『OFF』にし就　　　本機操作パネルの三相、および単相ブレーカーを『OFF』にしま包凱母ス・ットルレバーをrアイドリング』の位置にし甑一匹約3胴冷髄転をし甑母スタータースイッチを『停止』にし就9−6．保護機能　　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯　　　で知らせる機能を装備しています。　　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停　　　止し、異常箇所の点検を行ってください。保護機能一覧表Nα　　動作内容ﾙ常内容プレーかﾕ断エンジンｩ動竡~警告灯_灯異常時の状態1水温上昇一○○エンジンの冷却水温が高ｭなったときに作動ﾝ定値105℃・2モ　ラj　ン^　ブP油圧低下一○○’エンジンの油圧が低下しｽときに作動ﾝ定値0．98×100kPa@　　｛1．Okgf／c�u｝3充電不良一一○バッテリーに充電ができﾈくなったときに作動4漏電発生○一○漏電発生時に作動5過負荷使用○一一過負荷使用時に作動※土中の○印は作動することを示します。339−7．外部燃料タンクとの接続A注意　　　O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。　　　O燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。　　　○配管後、燃料もれの無いことを確認してください。〇　　　三方弁のレバーを潔パの位置にします。　　　　（搭載タンク使用の位置）　　　外部燃料供給口・戻り口のプラグ（PT包　　　　1／2）をはずし、図のように外部燃料　　　タンクと接続します。母　　　三方面のレバーを”Bガの位置にします。　　　　（外部燃料タンク使用の位置）　　　外部燃料タンク接続ホース内のエアー旦　　　を抜きます。以上の操作で外部燃料タ　　　ンクから給油が出来ます。〈注意〉外部燃料タンク》　　　1口“Il口　　　u』　　台　　0�J塑＼、O配管にホースを使用する場合は、　内径8〜10mm位の耐油ホース　を使用してください。O外部燃料タンクの影面は、本機底　面から0〜＋3mになるように設　熟してください。本機より外部燃A側レバー位置B側レバー位醗　料タンクの油川が低いと、エンジン不調やエンジン停止の原因に　なります。0外部燃料供給口・戻り口からの燃料流出防止のため、配管作業時　は三方弁のレバーを”A”の位置にしてください。○レバーの位置を誤ると、搭載タンクや外部燃料タンクから燃料が　あふれでることがあります。充分に確認して作業を行ってくださ　い。○外部燃料タンク内のゴミや水を吸い込まないように、吸込側はタ　ンク底面から15〜20mm上方に設定してください。Oエアーかみによるエンジン不調を防止するためには、外部燃料タ　ンクの戻り側は吸込側と同じレベルにあわせてください。Oエアー抜きは『9−4．運転中の取り扱い』を参照してください。○外部燃料タンクに接続直後は、エアーが完全に抜けきれずエンジ　ンの回転が安定しなかったり、停止したりすることがあります。　無人運転をされる時は、エアーが完全に抜けエンジン回転が安定　していることを：確認してから本機から離れてください。3410点検整備◇危険：騰けカミ　　　　○必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってく　　　　　　ださい。その間、キーは作業する人が保管してください。話し注慧：火災、やけど　　　　0必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくださ　　　　　　い。また、エンジンが冷えてから行ってください。幽』注意：火災　　　　○燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検と整備を行ってください。稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。〈注意〉　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。　○表中のO印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。　0エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細　　　な点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってくだ　　　さい。　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。35項　目始業前_検：200時間’ｲとに400時間ｲとに500時間ｲとに1000時間ｲとに各部の清掃・締付点検○エンジンオイルの点検・許○エンジンオイルの交換第1回目宦i50時間副第2編目以降@　○オイルフィルターの交換第1回目宦i50時間副第2回目以降@　○冷却水の点検・給水○エンジン排気色の点検○冷却水の交換　　○ﾛたは2年）水分離器内の沈殿物・?ｪの排出○燃料フィルターの水抜きと�換　○i水抜き）○（交換）燃料タンクの水抜き’○水分離器・エンジンフィーhポンプのゴーズフィルタ[の清掃○（清掃〉エ　　　　ン　　　　ジ　　　　ン　　　　側燃料自動エアー抜き用電磁|ンプ内のフィルター交換○（交換）燃料タンク内部清掃�S燃料・オイル・冷却水漏れﾌ点検○燃料ホースの交換　　◎oまたは1年》エアーフィルターエレメンgの清掃・交換○（清掃）○（交換〉バッテリー液量の点検○バッテリー比重の点検○ファンペルトの点検○ラジエーターの清掃�AエンジンバルブクリアランXの点検・調整oエンジン圧縮圧力の点検●燃料噴射ノズルの点検●燃料噴射時期の点検◎各計器の作動x告ランプの点検○漏電警報器の動作確認○発　電　機　側漏電遮断用接地抵抗の・m認○絶縁抵抗の測定○36（1）エンジンオイルの交換初　回50時間目2回目以降200時間ごと包オイルゲージをはずし瓢母　　　オイルドレンプラグをはずしてエンジ　　　　ンオイルを抜きます。邑オイルドレンプラグを締め付け瓢　　　オイルゲージで油面レベルを確認しな旦　　　がら、オイルフィラからオイルを上限　　　レベルまで入れます。1＼、　オイ，、ゲージ才イルフィラ　　　　＼オイルドレンプラグ即�@e�@�@恩オイルゲージを締め付け甑〈注意〉○　エンジンオイルの交換油量及び種類は、r8−1．　　の点検』を参照してください。エンジンオイル（2）オイルフィルターの交換初　回50時間目2回目以降400時間ごと母　　　　『（1）エンジンオイルの交換』の要　　　領で、エンジンオイルを抜きます。母　　　フィルターレンチでオイルフィルタ　　　一をはずします。母　　　新品のオイルフィルターのガスケッ　　　　トにオイルを薄く塗布します。　　　　オイルフィルターを手でねじ込み、旦　　　　シール面にガスケットが接触して　　　　から、フィルターレンチで　　　　『11回転』締め付けます。　　　　　　4恩エンジンオイルを給油し甑く注意〉　　○　フィルターレンチがないときは、お求めの販売店か弊社営業所に交　　　　換を申し付けてください。　　　　　　　　　　　　　　　　37○オイルフィルター品番いすゴ品番8970497080（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換清　　　掃’200時間ごと交　　　換500時間ごと　　　エアークリーナーのクリップをはずし、ε　　　クリーナーキャップをはずします。母エアーフィルターエレメントをはずしま引エアークリーナー畿。面　　　　　　　　　　グク嗣子　一包　　　エアーフィルターエレメントを　　　清掃または交換し、逆の手順で　　　組み込みます。　〈注意〉　　　○クリーナーキャップは、必ず　　　　矢印方向を上にしてください。　　　Oホコリの多い場所で使用する’　　　　・ときは、早めに清掃してくださ　　　　い。Oエレメント品番いすゴ品番8972319000圏エアーフィルターエレメントの清掃方法く乾燥したホコリが付着している場合〉　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付け　ます。〈カーボンや油分が付着している場合〉　新品と交換してください。圏目詰まりインジケーター　エアーフィルターエレメントの目詰まりを　知らせるインジケーターが取り付けられて　います。　Oインジケーターの三部に『赤色』が出　　ているときは、使用時間にかかわらずエ　　　レメントの清掃あるいは交換をしてくだ　　　さい。　○清掃あるいは交換後リセットボタンを押　　　して赤色シグナルを解除してください。グ目詰まりインジケーター一ンリセットボタン窓部｛赤色シグナル》38（4）水分離器の水抜き点検始業時清掃200時間ごと　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレベルまで浮　上したら、水抜きをしてください。包コックを緩め甑母水抜きが完了したら・コックを締め儘ナ瓢カ9プコ7ク＝＝水抜きレベルフロート〈注意〉　○水抜きが終わったら燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）（5）燃料フィルターの水抜き水　抜　き200時間ごと母燃料ブイルター下部のコックを緩めま肌母エアー抜きプラグを緩め就母　　　水抜きが完了したら、コックとエアー抜き　　　プラグを締め付けます。　〈注意〉　　　○フィルターの水抜きが終わったら、燃料　　　　系統の『エアー抜き』を行ってください。　　　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）（6）燃料フィルターの交換エアー抜きプラグ　　　　　　　　　　コック交換500時間ごと旦　　　　フィルターレンチを使用して『フィルター』　　　を取りはずします。母ブイルター騰め・取りはずし甑新品のフィルターにフィルター栓を取り付け、ガスケットに燃料を薄く塗布します。ガスケット母　　　　フィルターをねじ込み、シール面にガスケットが接触してから、　　　　『3／4回転』締め付けます。　〈注意〉39○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を　行ってください。　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）○燃料フィルター品番いすゴ品番8943692993（7）水分離器のゴーズフィルターの清掃清　　掃500時間ごと　　　コックを緩め、次にエアー抜きプ包　　　ラグを緩めます。母コックから�潟~出なくなったら　　　取り出します。リングナット　　華カップコ�cク＝：エアー抜きプラグゴーズフィルターリングナットを左にまわし、カップとゴーズフィルターを母ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込磁締付けトルクリングナット15N・m｛1．5kgf・副エアー抜きプラグユON・m｛1．Okgf・加〈注意〉　　○ドラム缶入りの燃料を使用したときは、ゴーズフィルターが目詰　　　まりしゃすいため早目の清掃をおすすめします。　　○コックを緩めると燃料がこぼれますので、受け皿を用意してくだ　　　さい。　　Oゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料系統のエアー抜きを　　　行ってください。　　　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）　　○組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。（8）エンジンフィードポンプのゴーズフィ　　ルターの清掃清　掃500時間ごと」ユ琳ル噸り外し三具アイボルトの中のゴーズフィルターを取鋸／雄ρO督｛レ∬　　　　一論　　ヘ　　ヨ　��一�j　∠アイボルト�Ae）r適　　　、，アイボルト�@ジ箋イントパイプ。，一ド柳：　さ　　くう　　『　　一　　〇　640り出します。母ゴーズフィルターを軽油で洗浄し・逆の手順で組み込み甑アイボルト締付けトルク19．6N・m〔2kgf・m｝＜注意＞　0　アイボルトを取り外すと燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を　　　　用意してください。　○　ジョイントパイプの両側には、ガスケットが取り付けられています。　　　なくさないようにし、組み込み時は忘れずに　　取り付けてください。O　ゴーズフィルターが破損したら、アイボルト　　とセットで交換してください。○　ゴーズフィルターの清掃が終わったら、燃料　　系統のエアー抜きを行ってください。　　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）囮／ゴ噸力砕麟＿，○　組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。O　アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）いすゴ品番5157・590270�@8970631550�A（9）燃料自動エアー抜き用電磁ポンプ内のブイルター交換交　　換1000時間ごと旦　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。」3　　　交換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。＜注意＞　　Oフィルター交換時、燃料がこぼれま　　　すので燃料の受け皿を用意レてくだ　　　さい。（雌。趨　　　　　用　　L　　　　　き　　　　　抜プ　　　　　アン　　　　　　　　　一　　　　　エポ　　　　　動磁　　　　　自電フィルター@◎カバー一浴p　　　　　　）○フィルターの交換が終わったら、燃料系統の『エアー抜き』を行　ってください。　（『9−4．運転中の取り扱い』参照）O組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。○フィルター品番いすゴ品番894337022041（10）燃料タンクの水抜き水抜き200時間ごと　　　　燃料ドレンコックをr開』にします。包　　．　　　　水が抜けたら、燃料ドレンコックを母　　　　『閉』にします。（11）冷却水の交換交換2年間または1000時間包　　　ラジエータープレートをはずし、ラジ　　　エーターキャップカバーを開きます。母ラジエー舛ヤップをはずし虹包〆粛　伽　　o　　　　　　　　、　　　　〆　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　ぐ　　　　　　。　　　　む　　　　　ロ≧・鍵蟻掛∴ラジエータードレンコック及び、エンジン側のドレンプラグを緩めます。　　　冷却水が抜けたら、ラジ旦　　　工一タードレンコックと　　　エンジン側のドレンプラ　　　グを締め付けます。母サブタンクステーをはずし・サブタンク内の冷却水を排出し甑母　　　サブタンクを元通りに取り付け、『FUL　　　L』レベルまで冷却水を入れます。　　　ラジエーターに冷却水を口元いっぱいまで且　　　入れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l／。母ラジエー舛ヤップを締め付け甑　　　　ラジエーターキャップカバーを閉じ、包　　　　ラジエータープレートを取り付けます。〈注意〉　○冷却水はr8−2．冷却水の点検』を　　　参照してください。・サブタンク螢�Boo　9　サプタンクステー6　　、　、、、4211長期保管◆危険感爵けカミ　　　○点検：・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ　　　　一を抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が　　　　保管してください。遵』注意：火災。やけど　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気　　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って　　　　　ください。盛』臆：火災　　　0燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。（1）保管方法　　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管して　　ください。具バッテリーをはずし瓢旦エンジンオイルを交換し甑母燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き甑包　　　各部を清掃しζ湿気・ホコリの少ない場所にカバーなどをかけて保管　　　　します。　　　　←〈注意〉　○取りはずしたバッテリーは、月1回程度捕充電を行ってください。　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ　　　せてお読みください。（2）二段積みの方法0危険：けカミ　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項　　　を守ってください。　　　○本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落がないこと　　　　　を確認してください。　　　〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ　　　　　い。43○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。O発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅より　長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。○積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大きい　機械はのせないでください。〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。12．故障時の対応◇危険：感電　　　○本機や体がぬれているときは、運転しないでください。　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。謹』注意：けカ，　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。△注意：火災。やけど　　　○絶対に火気を近づけないでください。　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になって　　　　　いますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。44故障の状況推　定原　因処　　置スターターが回らない1，バッテリー上がり1，バッテリー液量の点検・充電または回転が遅い2，バッテリーの劣化2．バッテリーの交換3．バッテリー端子のはずれ、緩み3．端子の取り付け、増締め4．バッテリー端子の腐食4；端子の清掃5．スタータースイッチ、リレーの不良5．指定サービス工場で修理6，スターターの不良6．指定サービス工場で修理スターターはよく回1．燃料の不足1．燃料を給油するるが始動しない2，燃料フィルターの目詰まり2．燃料フィルターの清掃、交換ラ3．ゴーズフィルターの目詰まり3，ゴーズフィルターの清掃、交換ジンが4，燃料系統に水が混入4．水分離器、燃料フィルター、燃料@　タンクの水抜き始動5．燃料系統にエアーが混入5．エアー抜きをするしない6．外部燃料タンクとの配管接続不良V．外部燃料タンク切替えコック（三6．配管の点検V．コック（三方弁）の点検方弁）の操作不良8．燃料カットソレノイド（モータ）＆一1．ヒューズの点検、交換が作動しない8−2．燃料カヅトソレノイド（モータ）の点検、交換＜外気が氷点下にな1．燃料が凍結している1，寒冷地用の燃料を使用するっている〉2．燃料系統に混入した水が凍結して2．燃料系統の水抜きいる3．予熱装置の故障3．指定サービス工場で修理エンジンは始動するがすぐ1，燃料フィルターの目詰まり1．燃料フィルターの清掃、交換に停止する2，ゴーズフィルターの目詰まり2．ゴーズフィルターの清掃、交換3。燃料系統に水が混入3．水分離器、燃料フィルター、燃料タンクの水抜き4．燃料系統にエアーが混入4。エアー抜きをする5．外部燃料タンクとの配管接続不良5．『z管の点検6．エアーフィルターエレメントの目6，エアーフィルターエレメントの詰まり清掃、交換7．オイル不足7．オイルを給油エンジン油圧が低い1．オイル不足1，オイルを給油2．オイルフィルターの目詰まり2，オイルフィルターの交換3．油圧スイッチの不良3，指定サ「ビス工場で修理4．油圧計の不良4．指定サービス工場で修理5，オイル不適当5。適正な種類、粘度のオイルと交換オーバーヒートする1．エンジンのサーモスタットの不良1、指定サービス工場で修理2．水温センサーの不良2．指定サービス工場で修理3．水温計の不良3．指定サービス工場で修理4．ファンベルトの緩み4．ファンベルトの点検、調整5．冷却水の不足5，冷却水の点検、給水6．ラジエーターコアの目詰まり6．ラジエーターコアの清掃マフラーから黒煙がでる1．エアーフィルターエレメントの目1．エアーフィルターエレメントの詰まり清掃、交換2，噴射ノズルの不良2．指定サービス工場で修理3。燃料不適当3．清浄な燃料に交換する45マフラーから白煙がでる1，オイルの上がり、下がり1．指定サービス工場で修理2。燃料に水混入2，水分離器、燃料フィルター、燃料タンクの水抜き3．噴射ノズルの不良3，指定サービス工場で修理4，冷却水温が低い4．暖機運転をする5．エンジンのサーモスタットの不良5．指定サービス工場で修理電圧計がふれない1．電圧計の不良1．指定サービス工場で修理2．AVRの不良2．指定サービス工場で修理3．配線の断線、端子の緩み、外れ3．指定サービス工場で修理4．初期励磁回路の不良4．指定サービス工場で修理5．発電機の不良5．指定サービス工場で修理6．AVRの保護装置が作動6．AVRのリセットボタンを押し保護装置を解除する定格電圧にならない1，電圧計の不良1．指定サービス工場で修理2．AVRの不良2．指定サービス工場で修理3．電圧調整ボリュウムの不良3．指定サービス工場で修理4．周波数が低い4．周波数を調整する5．周波数切替スイッチの誤セット5．周波数切替スイッチを正しくセットする電圧が高すぎる1．電圧計の不良1，指定サービス工場で修理2．AVRの不良2。指定サービス工場で修理3，負荷ケーブルの誤接続3，出力端子への接続位置を正しくセットする4，電圧切替（オプション）が4004．電圧切替を200Vセットに変Vセットになっているえる機器を使用す’ると電圧が1．AVRの不良1．指定サービス工場で修理大きく低下する2．負荷接続のアンバランス2。接続を変えバランスをとる3，周波数が異なる3．機器の指定周波数にあわせる4，使用機器の電流が定格をこえている4．使用できる容量の機器に変える5．周波数切替スイッチの誤セット5．周波数切替スイッチを正しくセットする6．AVRの保護装置が作動6．AVRのリセットボタンを押し保護装置を解除するブレーカーを『ON』にで1．ブレーカーのレバーが『0鞠と1．レバーをいったん『OF瑚にするきないrOFF』の申聞位置になっている2，負荷側の短絡2．負荷側を点検する3．漏電警報器の作動3．漏電箇所を修理する4．サーマルリレーの作動4．サーマルリレーをリセットする5．三相・単相切替スイッチ（オプシ5．レバーを『三相』または『単相毒ヨン）のレバーが中間位置になつ位置にセットするている6。単相3線式、400Vセット（オ6。電圧切替を200Vセットに変プシ滋ン）になっているえる46自CN1K　題藩認量�I〜150A）相200／220V@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舅@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5、@　　　プヲシレス交流発電機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞@　　　　　L×｛30DL　　　　　　　婁　■一一響一一・o『ρ瞠一薗需一一〇・誓a隻Ooコ⊃�S　�S鱒舅舅搬熟し電流摺留Xイッチ@　　　　　　　　　　＞U0H之4．1A　　　　　　　　§5側z3．7Ab肩ｿ50！5A）57ブ’�撃ﾌ｝　柔　ξ聾　Aq　　　　　　　周波数計　　　　　　　　　　　駈計≦≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45〜65Hz）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛0〜300V〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　些i赤．τ1）　　　　　　8�@ンεi覧i墨f＼δ簿（赤．（赤）8昌融四’　　　　1男6・邑＠R　一霞τ4四i2．8：η1（白ドf2）8｛既s）（　　　　　　　　　　　〔8）B＞6モ）i所り2．iO　　O　「隻一量蓋　　筆P著0…5漕1ヒ1　　8R9・》＄@τ　一了蓼1引し1辮■（晋．T3）B（膏．τ）！「＼（霧）B！T8／’呵　　　（τ9）　　　婁5ニラQO5�ETS〆轡《，　SHTρDC12V》＼三ﾒ下，．．．ぐ臼）Y’ノr．1Cτ21σっ1　　　8�L，◎…4湘2警」．　　Olτ12巳⊂150！5A）廟匡　　　　　（識、1　亀　撰　i　O　撃　−　雛　重　1　・　騨　！　霊　・　i　9　6　一　魯　6　1　．　‘■．Li・・。・W2（無ド「質｝81イタ》丁99しτ68　　L5jl：14m餓2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y　　　　　　　　　過幽転検出ユニット0・ぐiU）Y　　　　　　　　　　　　　　　（Z1）Y　　　　　　　　　　　　　　　ZCττ3L2禽31〔甘）Y　　　　　　　　　　　　　　（Z2〕Y毒o●6』2巳：　　　　　　　　　　　　　　：@　　　　　　　　　　一→曝一　　　　　　　　　　　　：b　　　　　　　　　　　　　　■o@　　　　　　　　　　　　　』　＿　＿@　　　　　　　　　　　中縫蝿予台　董0）4@　　　　　　　　　　　　　　　C崩瀦難リレーi30。A。」SεC）　　（44。V竃5斜F）C@錘CCB2k75Aτ）ト18　　　　　　　　　　　　　　　　　8爾痢2一！　　爾畷接地蟻子j　⊥　世Lゴ▼　冒一7一一ﾈ●8鵬恥2P5．5陥嚇2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M8@　　　　　　　　　　■i　　　　　　UV34　遇幽転　　　　　　　　　　Y沛oユ＝ツトU2くL（E）Y@田@§M糞一’A覗鳶・・＼讐汰、嬬．‘■＼　　εβ“O　Oノシ猛脳＼一攣oo〉⊥@G　　りV34ε3」　　　　　AVR　ωSτ一…。。一2FA）j　　s　　　4　　3　21　鼻i　　（驚e秘）＼＼沸》ト璽、o監o@uGY伽飛Bp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　226@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ac¢）騨9＿11｛5Hτ謝　　　　　　　　　　　　Acc〔翼謁（m・1｝碧響哩魂　　　　ll］Cll］@　　100／110ノ一DC等2V÷く：にnCM@　　　　、E」ノ賎　　　　　A《ACN2　　　　C将2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Acc）”@　　　　　　　　　　GN◎一く1（τ2｝8壷！・αDYｸ）σ2）Y　s“τoPC12V）@　　　　　　　　　　　，曵o層　▼R．5�o2　O@　　o一@　皐ε3　4　3GsO　6◎宸Q18z@◎ρY　　　P@5050@鰹　鞭　　　弟　　　ゐ0　6H鐸0ρ　R　疑／し四＝二��噸　■P　1f．　一、網り一ド線＆衆L巴　名　駆　e繰　翼憂響凝譲9紀箏　8　R　6　Y　Br・　し　　9　0P　Vi　Gr爾波臓切霧えスイツジ3闘C誌v斗v斗u」＼灘麺〉＼3「器ゆ　整S◎RMΩ9圧K　電α　　CN3疑／し弱／し騨／YZ1CN4Z2建記Lコ皐クタの珊畢配甥園は、つイサハーネス調のかん舎思よリ晃たものとす釜．2壷リード隷魯と巴紀讐の蕊係を畿重．響こ紀す03．ワード線スト3イフ��は、簸愈！ストヲイッ2で紀す●4。銘承ζ談聴リード線の太さは、0。a5露繍竃ま」ζ：は0．75爆羅2鉱する●5。カッコ内紀暑は、線番濠紀にス隻ノー71∋奪示す○ユOO／110V　7SA璽00ハ10V　75A100／110V　15Ax4一ω．ー庵醐幽回鵬図心◎。乳C錘1Kり一ド銀働摂1．　篭流壽を（0〜1SOA）単相三組の　｝》〉A　（夢齢創《起く》v電驚切奮　　　　　　　　　　　〉Xイッチ　　　　　§@　　　　　　　　甘璽��ζ著’の　α：盾≠`@c、　　　　　ノ@　oコ@　oαα：隅波撚†　衷…長目　衷示灯i45−65版）　（緑）　．（赤）　　　　　　　、　　　　〆　　　　、　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題圧計　　　　　　　　Pし　　　PL舅／L�@｛§i誌　　姦さ〕鋤・▼．脚！G｝槍／ヨ相切替付き@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緯@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51@　　　ブラシレス交流発爾機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§@　　　　　しX−E　30DL　　　　　　　　　　　　　舅　0塘一葡一｝曽冨一備・一闇醜一一一一『鱒●　　　　　　　　　　　　　　　　　　1契繕；覧ooo奪睾kコ　　　　　　　　関謔nHz　4。耀AO取3．7A　C闘5bτ1i15G15A）G踵騨！6（［聾Ω：びqIb　量＆?E）曄・襲wwτ薯舅薮L『ブ哺（T7）一参：｛22獅2　　短矧｛一P　　　　　　　　O　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……相セツト@（　　　　　　　　　　　（霧）8睾15蝦鰺，了9B野こ昏σα、（捗．η）8（臼，1c｝（赤・bU・�ER　一蟹｝　　：τ41量■万薯福．u）B了7匡（臼，丁2）量8一（8）8蜘（ε・s）6τb4〜u7　」oノ　．　　　・寮》S　一…タ　　：ηo邑蟄藍町「…i3glσ・・ソτ鷲1．1璽‘μ曾ノ｛9（種，丁3）8！傭，T）儒）8」　　　　　　　　［糖　塞1L蟹馨／、（鷺．f9｝墨ヨ）o｝！！画嘗塾L‘る1罵…@　　�`”21　8（匁2c）σ9Y　蒔市　SH了iOC12V）P置　11bT2f50！5A）（鋸」10）（離，2D@　　50・σσ聾σ2）YT12「加2（翫τ12）8で4！畿r融2@　　　　　（繍，0）ー　畦　9　i　，　顧　i　魯　●　ー　癒　．　i　　融　8　ー　「　O　l　書　3　ー　¢　0■lI4，10・置／…冨2（綴．マ罰）β1辱55．　T@　Oh　↓T9■oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y　　　　　　　　　　週＠転検出ユニット0〈ﾖ）Y　　　　　　　　　　　（ZDY　　　　　　　　、　　　ZCγ丁痕　　響T，、茎・｛．！4�pa22｛�o2｛1了雪匹2（3邑（野）Y　　　¢22G｝　　　　　　（z2）yく《　　　　　　　　哩@　　　　　　　i@　漏電接地端子o＝3　　　‘U。12・く《酢》δ1誓L一　r　7　騨　一j3　　　　　　　　　　　　　　　：@　　　　　　　　　　　　　　1鰻一　　　　　　　　　　　　：黶@　　　　　　　　　　　　　　；●　8麟鳳3p，5�u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錘8@　”v34．ユ嗣藪　　ε@　一　讐　o?p蠕亭台@「8�o2糞8田餓2　1◎）4　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　　　　CN4鑓壌リレーi30。A　O」SEC）　　（440V雀・SμF）C@　　Y　　　　過働報　　　　　〉　　　　　　　検出ユニットU2　　　　　〔E）Y@　　　　　　央W繍・　　　鍾《薯81（赤βH）　　　　　慾CCB2@（硬　　（75Aτ）貿8W剛）！ト〔赤，の7〔赤，3n　　　　oo鮒1匪伽脳鳳鐸o＼一零＼＞　Y@GB雪（脅・4Hも3（青．4C）＼1¢o」uv34ε3　AVR�@sト1・卜2FA・j　　s　　　4　　3　2〜〈　　（霜，憾）　　　　　　　　．よタ陣　　　　　　航（晋，41）　　　　o　．a僑．ゆ　　　　O、○G�dY伽只Bp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3@　　　　　　　　　　　　　　　ACC鵠（A・鵡i魎9描（s卜1わ磁@幽σ1）　　　　　　　　　SRτﾐDY雲讐哩刃ll］ll］100／1筆ODC12Vかくき「，��ρ�@C！2V）、ノ�E《GNO一ぐ《，（Acc）獄5燗丁）鍵（丁2）斑絶ﾐ2）Y果窃曳o　3．5繍a　　　CN2g！し　　　　　　CN2@　　　　　　　　　Y　　　　　占▼　●臼　　　爪　　　　　　　’f　　　Y唐n　80　　5◎60gz敗　　H　Hz@o鴨．）三i曇1　　　　　　　CNl@　V　U_…赫　蕊o−」｡鐸ε3　4　3h銅角盛1装≧　茎C誕6Vシ鞭　塗Q　Q3OイA1　　　　　量醗睾4縄濃獄男響えスイツチ榊、　　　　。ζ翻／しCN3q占。1一無8嚢貫萎警��駈｝讐．　9　騨　R　G　Y　Br　し　　9　0r　Vi　Gr≦鐸　90R躍圧弱整器（2KΩ5W）　　c旧　　　　　　CN4既醒Yハぱ注記RεLAy　c矯竪18　1ぽ！G　　　CN6貿／R　　W／G以W／8　　　　8Lコネクタの端子配掲麟は、ワイヤハ囎皐ス偲のか角a晦より髭駕ものとすも。2．リード鍮色と色記舞の関係をi薙1．に昆ず。3。リード線スト…ヲィブ禽は、勉窃ノストライフ��で紀す。4。撞泰な饗リード織の太芒霜ホ、O．85襯癖2緊た雛0．？S�o8ヒ重・る●S．カッ⊃内聡聾拡、縁誘饗痘はスリープ色を豪す卿承認検図担当作域単相セツト10Q／110V　　　200！220V10◎ノ110V　75A100／110V　75A100／1筆OV…SAx4醤o一ノd＼田v念。卜轟K　　電流計（0〜7S／！SOA）Aン二（←鱒佃P圃波数計魔膨駄20◎／220V、400／440V切替付き　　　5?ｬ切葱XイッチC鰻6p☆、。惣（45−65縫z）�@〜600V）@　VTIお≧CN5柔柔AAmα：、⊃ユ弐美じじV）にと》獄域）’α？｝雛皇：絵51�@コσ9｝電肇｛，一　一　一ブラシレス交流発電機ρ2の§iHG2◎O／22◎V←齢Pee一醗CC81しX−E30Dし3）A400／440V，レ》一4璽14飢m2d2s今D赦8C了1k毛塾し護…’6騒一、（赤．τ1）●（遷50！SA）1　　　　8（み，R）1T＼（券）8τ1垂R　一1温麺華，L珊、．三ラoo鍵鍵、曜婁．　．　　　一　『5｝馨1L騨7‘」「■↑4，誓Tフ！伯」2）1l　　　　　B（8）Bi蓼（臼，s）　　O　　O　　　　1s　一1くU27E（粛」10■β■韮Tlo，（讐，T）！↑＼僑）8警一f了11，・Pヨ）…QT　一T81118●T藍1‘（贔．T1｝）（TηY■t兄隔蕃亀　　　　　SHTV一τ2L14矯鴨21　　・κ丁，2灘σ2）Y1‘：1　　　　　8【緻，o）0冠22ノYi1●〜邊回転検出ユニット0く2τ93智・乙暫誌覧亀魯顧．筆3●稻Bト「●　「（り）Y　2（3（ZDY、ZC丁τ3く鑑」嗣撰1（ゆY　l22Gl（Z2）Y、〈iノ　」己1！◎）4、　1、：：ヒ［1』ヒ冒、蘇1oI　　　　　B漏罐リレー〆C麗4馨i1孟に（鷺，τ3）（440VL5μF）C漏電擾堆嬢ー1柑’（30mA◎jSεC）8曇，観瞬‘oよ3骨。●8田癬2響1L」：霧（ε）Y　　7Oーκ』5。げ田田：“　▼▼　7：CT2Gs◎！5A）諏φ継蟻子台麟6：過＠転Y図CC82i75AT）鱒88蹴簡2鍵｝りV3420。／220vl］毅」検出ユニットu2《：一　　，　　一……�蒋）r（“黶A卿）．1「婁400／440V‘“u董塞o工紺器＼一ノン焔ｭ、。］）Y繕V34ε31〉3AVR（DST一筆00−2F《）（卜oo露（需μ），イ“〉．《010騨1、s432竃『o陰バツCM　6YOr・R飾Acc（＾CC）甘9：…鰹Gで1（SHD憾著@ユ�戟Eに1σ1）Y　sけτioc餐2v）．一．．v震．ji、。］�dDC董2V÷く｝、、�d　，（Acc）響5董　｛S雑τ》穏3．§關星CN2Aドu《「Y小爪wWLC蝿2α2）繊一帽くτ2）Yn由6GYGND一く3@　ゐ▼　釧日噌，鷲。．」50SO�ｚＨzH5G　60@Hz一〇害100／1駐霧o禰Q三島E343チ舳よ義」☆！し1リード繊甦厳1．鍵圭圭÷璽−・記讐B秘獄GY8rし90rV蓬GP閥淑叡切憩えスイッチ3i藁　　　　　　C國3�求@　　　　　　　　C潤3　＼：濫逸＝馨　90R塁圧翁整器（2KΩ5W）　濁　　　C鰹4ZI　　　Z2　CN5冒C握6WB，／遡　　0蓋0匪滋1紀1．⊃ネクタ�A魑子・湿劉籔雛、つイヤハーネス網のかん3葱より郷丸も�Aとする。2．り一ド緑色と＄醸号の鯛係董厩Lに母す疇3．リード繍スト5イフ色1ま、壊魚ノスト箏イ＝フ触で妃す94。鯨な割一ド縁の太鱒、o．85�o2ま燃o．7…輸癒2とずる・5．カッコ内記豊は、線饗恋にはスり一フ色を承す・　100／110V　75A（§…糖400／44QV蔚37．SA）　陰OO／110V　75A（≡三帽400／440V癬37．5A）100／110V　15Ax4冨oO＼心ooく菖麟藩謡禽］�kv�pO　　篭流計（O〜？5ハSGA）単相三相》A　周波数計i45−65鰹z）褻示灯i緑）嚢承灯i赤）ρく《》　）F　　r　　｝ﾔ1��、　！oL、Pし1電圧欝、認コ！、！、（O〜600V）三百200／220V、400／440V切賛｛寸き電灘切弱Xイッチへ’弐柔o鋤α：的江○｝ン服単椙6三斜切乾付きT＼、C鯉S3諮冠！し3鳳偲A　Ap鞘【にqo）、ごヒ；　騨／B〈口3（03m》■》幽c）£＾》■｝一聡1｝し一一く《掃／G掃ノG（lb）嚥）｝SOHz4jAs1�Kコ（T9）‘，SO屍z3．7A�R　oqη　、X，i撫ω≡i櫓セツトプラシレス交流発電機3N！8（11α遅§窪§ヨ鰍｝耀しX−E30Dし39A200／220V1冒一■■一騨P哺昂｝需讐一幽騨｝騨需一一●TlCτ1　　　ζf50！5A）｝k距農し書1露（飼一．隻（轟，τ1）o22囎214癬無2短細卜@　　　3警擁CC馴G2sへτ）興8400／440Vi了置Hし18匹（（赤）臼8唇（赤’Rｽ◎●翼墨、（跡．τ7）R　一｝（θ，1c）ヒ■T4：婆馨‘」書歩霧η1翁磁8冤5L一11当）Bu2●（e・s）6Tモ（臼）B1oo．一鐸1＝o，o鰍ギ5薯s　一気F（麟」10》●　　1slo霧　●！丁続し，1●（否，γ）（陽）3122繍2！狛ゴ研T　一二9ノ「τ5LL・εo…SHT＼史」τ2・（届」れ）�`：（鍮．2C⊃σDY一1両DC茎2V）●i／．1B（織，2D　　　oゆ・麟9（T2）Y14�o21∂旨1下．2‘16麗61‘・）鯨』、（a，τ2）81〔穣，o）墨qO耐0撃丁9驚5夢儀．了亀2）B遡1亘｝転検出ユニット04Y6■τε6一15L11丁3」E●1ω）Y　23（Zτ》YZCγ｛　‘T1正11i，11…Y（Z2）Y黍：：59（醤，丁9）104潴望を一「昌（）裾蜜4匪c隅118（青，了3）B．漏電リレー｝51i5＝5H（440V言5C睡8●（30頂A◎．総εC）μF）濁選接触鱗●！普益弓の8顯槻215．5。�u判兎鐸　9｡亀Y過回転　�oiε）Y綬）壱：副r一暫一：Cτ2iτ50／5A）謝中継蠕3台鯵61響8�o2！8蘭2〉　検出ユニツトU2　　　9賃霧K」”v341糾CCB28q薩願2藝200！22◎Vi8（あ…。3互D〔02胤「穂興3ゆ〔75Aτ）N8輻一400／440Vo‘智c）本．＼准（赤83め　　　　oB（赤、�@（亦，u）鵠鵬℃旨塵o＼一り1］撃Y旨りV34ε31＼uUO〉」AVRωSト100−2FA）欝（胃’49）匿（理�C○G．＼F》、｝κs432、（奮，弔）　　　　o暫。B（概，鴇　　　　0〈｛揖湿）　　　　　　　　Ψo眠躍バ夕　　　w1CN筆GYPR8r・（A。c）婦9麹G11（sκ了）賢碧］AccL凹職98σDS紅T難坤秘0、’’DC　12V＋くコ‘「、r（τηγ（�t管2V）∫CN　1（Acc）翼5輝τ，賢酬一u聡YハA尉ノしCN2C頸2畏ヨt・：露G魏9一ぐ●（マ2｝馬歯’（T2）￥OI《＼19臼ご容曽蕊o一1｝り」50605060一弟島¢鞠一�H9◎Hz伺z鐸Hz．o6　≧C総、’双薪’CN7100／1、ア竃ヤり勧Q◎＾4・A　Aこ…贋3Qユo竃w8ε33’養�f／L徽、0め「蓄341肇り一ド織色裂1。周演敷窃魑渡スイッチv・調研CN3娼1。ムー82名　綴　8隷鐸胃零粟握�C　記璽　8　冒　R　G　Y　座　し　し　併　Vi　Gn」、3類〉＼3　90R電圧認彊器（2kΩ5W〕　　C鍾3疑／し甘！し握！Y建紀Z1CN4Z2　　　　RξしAY　　CN5騨／B　　冠／6　　C醒6婦／R　　騨／G．以梶／8　　　　B1。コネクタΦ締子配殉脚は、ワイヤハー零ス燭のかん曾画より鑑たものζす蚤の2。リード織eと魯諾得Φ蘭価を綬薯．に：紀す鱒3。リード隷ストライ＝フeは、触色！ストライフ色で紀す●49擢ミ衰な運リード醸の太さ鍍、O．85癬搬2讃たはO．？5側範1とす着◎S．カツコ内露毎彊、隷醤またにスリーブ＄憂承す．田◎aE単相セツト1　100／110V　　　2σ0／220V聖肛筆i1◎◎／110V　75A（三棺4◎O／440V鋳37．SA）璽00／110V　75A（……相400／440V晦37．5A）100／1、OV策5Ax4器o註b◎○O＼心ooく菖麟藩融毒］ノ又v旬一CN18C矯C酪C韓7オルタネータし！栂し擁DmDEB嘱リード綴艶裂奪“儲w・酔！Ye名．色　蓄己　書男モ製粛BBL！Yし／R臼秘CN17Kε840廉，，オルタ亭一タモータスト・ツパ鵜琢Rホ露センサ12V−50A縁G○ゆ8G！甘水温スイッチ黄Y口｝1ε1．綬油庄センサ水滋センサ撚料ぶンフ焔科センサ沸寝スイッチ棄Bρ酌侮一＿」」8籍しC格摯早摯CN6聖モータストツパー着素し9スタータP糧Orグ〇一フラグx4水湿センサ田Ψ『窯Vl＼（〔・ト駅5R（）（）に寝E偶〔F畠庚Gl・攣壁．一Ψ（）∪　　◎一1巴氏）39一一i羅汐））1E840片．‘ミ」ミミぐo．3」」縣認2一一一てΣL一万騨｝贈c禰？一　・←oツヲワ卜潅レ3＜3＜四「7角�t’ド’　　、ρCN7、要’「、’．「7VV、田ユユ》1蔓9……∂3…R．ε口一〉」〉o藷3●モニダー喪示灯誘�IWB一R1，、　　　　　’！ス9一タスイツチ屡Y　　　⊃　8／γ唖讃、ト1’　　　　、R20」，oヒ：ユーズ撰ツクス騨ノ臼騨／8Bρ乱！8R1@　　　　　　　　、･、　鍵o、（）、、Acc聯，し111「Co一�ji野！R欝」智冠iw饗ぴへ｝0．●’夢9」，琳引，饗　　　く掃！R●1レ−騨ノG、　8○3銭1◎A）R、＼1、・α陶）口o8！翼一一’，レ冒1「FCN81G［亦懇鐸止1　o1＼　8，スイッチ　　．●B諏88日v！G饗脾娼睡‘P，ミミo鷹ン笛紹ぴ細3■顛o・り23」3≦1翼C剛3》笛ユ頃．田@「7〉C横1》、o＆d《　’ミmL　J〉�d　」竪しレ　《SOQV嫌）J欝ミ¢ぐ甘／8H　YAm�d　‘�dv」し　vム3吊AコLα｝」1窒8ゆ・o≧に．『お国話裁予儒A』．A．．ﾔ熱o議』》」L，LLユo⊃�dA〉径c艮9　’3o曝ユヌ93毒毒ζζCM　6uゆいC糊4ミミに　ユ＃�戡x蔭撫悉》oα≧注≧q墜oお3ユ≧CN10−o｝声覇o塗o｝C蝦5墨ぼ2藍聾uuu18♂”Q露縣CM　2　　　1置。＄踊舩謝a。保証書　　　（Type・B）このたびは新ダイワ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お買い上げいただいた製品につきましては、つ蓄の通り保証いたします。璽．保証期閲無償保莚修理を受けられる期間はお買い上げ日から工年間といたします。但し、つぎの使用開始後　の累翫時間を経過したものは保読いたしかねます。　　・発電機　　　　　�@三〇KW未満は6◎0時聞　　　　　�A10　kW以上は1，000時間　　・エンジン溶接機　　�@ガソリンエンジンは600時間　�Aディーゼルエンジンは1，◎◎◎時間2．保証内容保証期間に通常の使用状態で本機を構成する部品に材料または製造上の不具合が発生し、弊社がこ　の欠陥を認めた場合にかぎり、修理を無償でいたします。3、保証の適用除外　つぎに示すような場合は保証旧聞中であっても有償修理となります。　（1）取扱説明書に示す正しい取扱い操作や日常・定期点検、保管方法を行なわなかったために生　　　　じた故障　（2）弊社が示す仕様の限度をこえて使用したために生じた故障　（3）弊社が認めていない改造・変更が原因となって生じた故障　（4）弊社のサービス指定工場および弊社が認めたところ以外で修理し、それが原因で生じた故障　（5）弊社の純正部品以外の部品を使用したために生じた故障　（6）時の経過による変化（塗装面・メッキ面の櫛型退色、発錆など）　（7）一般的に品質、機能および安全上に全く影響がないと認められる音、振動、オイルのにじみ、　　　外観上の軽微なキズなど　（8）自然災轡または事故、過失、不注意による本機の損傷　（9）一般消耗晶等で使用上における自然摩耗と認められるもの　（エ0）バッテリー溶接機、エンジンスターターなどに使用されるバッテリー　〈U）製品が日本国外で使用された場合4．注慧事項　（1）本保証書の提示なき場合または記載内容の不備あるいは改訂のある場合は保証しかねる場合　　　があります。　（2）本機の故障に起因するまたは関連するあらゆる損失および費用は保簸の範囲から除外させて　　　いただきます。　（3）保斑書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。機種（型式名）1製造番号：お買い上げ日：　　　　　　年　　　　　月　　　　　日お名前：印お　客様おところ：〒T巳L：ご職業：住所：販売唐　　　　『X名：sεし：印三島驚三門｛昊証畜品番197Q1−02005噸町端



